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市
治
今
／
社
会
式
株
船
汽
和
正

士
海
航
等
三
／
社
会
運
海

林　 信 二 さん

H a y a s h i  S h i n j i

41歳　7年目
あきる野市立東中学校
東京都立立川高等学校
尾道海技学院卒

■〒799-2101 愛媛県今治市波方町波方甲2010番地1
■設立年：1963年
■従業員数：陸上2名、海上24名（系列会社含む）
■URL：http://www.seiwakisen.co.jp/
瀬戸内海要衝の来島海峡に面した今治に創業。海を生業と
して関わる中で、地域の文化・歴史を継承しながら「地域と
ともに伸びる」を経営理念に豊富な実績と経験のもと、環境
や安全に配慮しながら、海運の可能性に挑戦し続けます。

正和汽船株式会社

mustアイテム
仕事用の手袋

長年使い続けている愛用手袋

Favorite color

船を係留するロープを巻き上げる大きなウインチ

部屋から職場まで、通勤時間0秒です 航海中にレーダー等で確認した自船の位置を海図に記入し、進路通りか確認中

目的地まであらゆる航海計器を使って、安全に操船を行う

興洋丸（石炭、石灰、鋼材、木材などの貨物船）

仕
の
船、
は
で
ま
る
す
社
入

の
校
練
訓
業
職
共
公、
は
け
か

物
の
船、
で
習
講
成
養
工
技
海

す
択
選
を
種
職。
す
で
ら
か
た

、
で
え
う
る

用
通
も
で
に
こ
どつ

持
を
職
る
す

わ
だ
こ
う
い
と

。
た
し
ま
び
選、
中
の
り

鉄
や
炭
石、
は
容
内
務
業

を
資
物
る
ゆ
ら
あ
の
ど
な
板

。
の
も
う
い
と
る
す
送
輸
上
海

専
た
れ
さ
担
分
割
役
は
に
船

て
し
な
こ
を
事
仕
の
々
個
て

事
仕
の
り
乗
船。
す
ま
き
い

』
士
海
航
『』
長
関
機
『』
長
船
『

信
通
『』
士
関
機
『』
長
信
通
『

さ。
す
ま
れ
さ
類
分
に
等』
士

は
に』
士
海
航
『に
ら

4

の
つ

責
が
れ
ぞ
れ
そ、
り
有
が
級
階

の
士
海
航
の
そ
は
私。
す
ま
い

に
め
た
る
せ
さ
行
運
に
全
安

り
と
を
揮
指
や
縦
操
で
板
甲

。
す
ま

ん
な、
は
力
魅
の
事
仕
の
こ

る

中
間
期
船
乗。
す
で
ろ
こ
と

は
他、
で
務
勤
間
時
８
日
１
は

る
あ
も
間
時
の

に
担
負
で
の

に
更。
ん
せ
ま
じ
感
は

た
い
は
与
給
も
中
暇
休
の
間

す
ま
け
だ

に
手
で
界
業
の
こ。

、
で
の
い
高
が

が
配
心
の
業
失

い
な

。
す
で
い
し
嬉
も
の

団
船
漁
る
す
漁
出
で
港、
ば
え

。
ね
す
で
と
こ
う
ま

物
に
静
冷

う
よ
る
き
で
処
対
を
事

が
心

。
す
ま
い
て
け

、
は
業
職
の
船

己
自
の
調
体

切
大
が
理
管

。
す
で

も
面
い
し
厳
と
い
な
れ
慣

え
ま
し
て
れ
慣、
が
す
ま
り
あ

と
こ
い
し
楽
や
事
い
白
面
ば

る
き
で
が
と
こ
る
け
つ
見
を

。
す
ま
い
思
と

好
が
賞
鑑
画
映

き

。）
笑
（す
ま
い
て
観
て
し
用

AI

流
物、
も
て
し
達
発
に
な
ん
ど

社
代
現。
ん
せ
ま
り
な
く
無
は

購
や
値
価
の
物、
て
い
お
に
会

し
化
変
が
ど
な
段
手
る
す
入

々
益
ら
か
れ
こ、
が
す
ま
い
て

思
と
だ
種
業
る
れ
さ
と
要
必

。
す
ま
い

け
続
ち
持
を
り
わ
だ
こ

戦
挑
に
職
い
し
新

で
載
満
力
魅

種
業
る
あ
来
未

ある1日

0：00

4：00
9：00

12：00
16：00

起 床
航海当直
休 憩
作 業 等
航海当直
睡 眠

Q.子どものころの夢は？
A.学者
Q.得意な科目は？
A.社会
Q.どうすればこの仕事に就けるか？
A.専門校で技術・資格を得る、海運局で求人情報を見てみる

私の志  体に気をつけて、長く船乗りを続けること。
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みきとよ（6000キロ積みの油槽船）

三
ツ
浜
汽
船
株
式
会
社
／
松
山
市

海
運
業（
内
外
航
船
舶
貸
渡
業
）／
二
等
機
関
士

私
は
釣
り
と
船
が
好
き
な
の

で
水
産
高
校
へ
入
学
し
、も
っ

と
船
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
興

味
が
湧
い
て
船
乗
り
を
選
び
ま

し
た
。機
関
士
は
船
を
動
か
す

の
が
仕
事
な
の
で
、使
命
感・責

任
感
な
ど
を
持
ち
励
ん
で
い
ま

す
。機
関
室
は
凄
ま
じ
い
音
で

す
が
、仕
事
を
こ
な
す
の
が
楽

し
く
て
苦
に
な
り
ま
せ
ん
し
、

国
内
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
を
訪
れ

ら
れ
る
の
で
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

航
海
中
は
機
関
整
備
を
、荷
役

中
は
甲
板
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
に
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
い
て
も「
社
会
人
っ
て
ど

ん
な
に
厳
し
い
だ
ろ
う
」と
不

安
で
し
た
が
、入
社
す
る
と
楽

し
く
て
。先
輩
方
に
直
接
お
聞

き
し
、メ
モ
を
取
り
な
が
ら
一

つ
一
つ
業
務
を
習
得
し
て
い
く

に
つ
れ
、不
安
が『
楽
し
さ
』に

変
化
し
て
い
く
様
は
楽
し
い
で

す
。先
輩
方
は
懇
切
丁
寧
に
教

え
て
く
だ
さ
る
の
で
、何
で
も

相
談
で
き
、あ
り
が
た
い
で
す
。

初
め
て
挑
戦
す
る
時
の
不

安
も
、経
験
を
積
む
こ
と
で
自

然
と
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。ア
ー
ク
溶

接
で
パ
イ
プ
の
修
理
が
綺
麗
に

で
き
た
時
な
ど
は
格
別
に
嬉
し

い
で
す
。最
初
の
頃
よ
り
戸
惑

う
こ
と
は
減
り
ま
し
た
が
、監

視
室
モ
ニ
タ
ー
の
苦
手
な
英
語

表
記
に
も
早
く
慣
れ
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
。目
標
は
、機
関
長

で
す
。現
場
を
仕
切
り
何
で
も

す
ぐ
に
分
か
っ
て
仕
事
が
で
き

る
人
に
な
り
た
い
で
す
。

勤
務
は
8
時
間
で
残
り
は

休
憩
で
す
。船
に
は
一
人
一
人
の

部
屋
が
あ
り
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

空
間
が
確
保
さ
れ
て
い
る
の
で
、

睡
眠
や
好
き
な
TV
を
見
た
り

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
。船
内
の
食

事
メ
ニ
ュ
ー
に
リ
ク
エ
ス
ト
は
で

き
ま
せ
ん
が
、調
理
士
か
ら
希

望
を
聞
か
れ
た
時
は
迷
わ
ず
肉

系
を
要
望
し
て
い
ま
す（
笑
）。

３
ヶ
月
乗
船
後
の
１
ヶ
月
の

休
み
を
持
て
余
し
て
し
ま
う
事
も

（
笑
）。お
給
料
も
良
い
で
す
。内

航
船
の
場
合
、人
数
的
に
は
少

数
精
鋭
で
す
が
、業
務
の
時
間

配
分
も
き
っ
ち
り
な
上
、毎
日

の
仕
事
内
容
は
明
確
な
の
で
覚

え
や
す
く
、や
り
や
す
い
で
す
。

私
は
、何
に
で
も
好
奇
心
を

持
っ
て
前
向
き
に
捉
え
ら
れ
、

ど
ん
な
事
柄
に
も
楽
し
く
対
応

で
き
ま
す
。入
社
後
も
学
べ
る

環
境
は
整
っ
て
お
り
、資
格
取

得
で
き
ま
す
が『
乗
船
履
歴
』が

必
須
な
の
で
、商
船
系
の
学
校

以
外
の
方
は
専
門
学
校
や
大

学
な
ど
を
利
用
し
、卒
業
時
の

『
４
級
海
技
士
』を
得
た
方
が

時
間
的
に
早
い
と
思
い
ま
す
。

不
安
が『
楽
し
さ
』に

変
わ
る
時
が
楽
し
い

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
時
間
も

確
保
し
、ど
ん
な
事
柄
に
も

楽
し
く
対
応 八 幡 優 汰 さん

Y a w a t a  y û t a

21歳　この仕事に就いて３年目
宇和島市立城東中学校
愛媛県立宇和島水産高等学校卒

私の志  挑戦するというやる気さえあれば、道はひらく。

■〒791-8066 愛媛県松山市祓川2丁目7番10号
■設立年：1958年
■従業員数：48名（陸上5名、海上43名）
弊社は油槽船や貨物船等の船舶を保有し、私達の生活
で欠かす事の出来ない、食糧、雑貨、燃料、原料等のあ
らゆる生活物資を国内外の海上輸送で物流の一端を
担い、私達の生活を根幹から支えています。

三ツ浜汽船株式会社

mustアイテム

Q.子どものころの夢は？
A.昔から空手をしていたので格闘家
Q.必要な資格は？
A.海技士免許（機関）
Q.趣味は？
A.釣りや、物作りが好きで家で大工をしている

モンキーレンチ

どんなボルトにも対応できる。

Favorite color

機械修理時の部品などを分別し、緊急時でも一目瞭然機械修理時の部品などを分別し、緊急時でも一目瞭然

乗組員の皆さんと団らん乗組員の皆さんと団らん 機関監視室で、運転状態の管理や記録などを行なっている機関監視室で、運転状態の管理や記録などを行なっている

ある1日
6：00
7：30
8：00

11：30
13：00
16：30
17：00
22：00

起床・朝食
MO当直解除（無人当直）
機関整備
昼食・昼休み
機関整備
MO当直開始
夕　　食
就　　寝

市
治
今
／
社
会
式
株
船
汽
和
正

士
海
航
等
三
／
社
会
運
海

林　 信 二 さん

H a y a s h i  S h i n j i

41歳　7年目
あきる野市立東中学校
東京都立立川高等学校
尾道海技学院卒

■〒799-2101 愛媛県今治市波方町波方甲2010番地1
■設立年：1963年
■従業員数：陸上2名、海上24名（系列会社含む）
■URL：http://www.seiwakisen.co.jp/
瀬戸内海要衝の来島海峡に面した今治に創業。海を生業と
して関わる中で、地域の文化・歴史を継承しながら「地域と
ともに伸びる」を経営理念に豊富な実績と経験のもと、環境
や安全に配慮しながら、海運の可能性に挑戦し続けます。

正和汽船株式会社

mustアイテム
仕事用の手袋

長年使い続けている愛用手袋

Favorite color

船を係留するロープを巻き上げる大きなウインチ

部屋から職場まで、通勤時間0秒です 航海中にレーダー等で確認した自船の位置を海図に記入し、進路通りか確認中

目的地まであらゆる航海計器を使って、安全に操船を行う

興洋丸（石炭、石灰、鋼材、木材などの貨物船）

仕
の
船、
は
で
ま
る
す
社
入

の
校
練
訓
業
職
共
公、
は
け
か

物
の
船、
で
習
講
成
養
工
技
海

す
択
選
を
種
職。
す
で
ら
か
た

、
で
え
う
る

用
通
も
で
に
こ
どつ

持
を
職
る
す

わ
だ
こ
う
い
と

。
た
し
ま
び
選、
中
の
り

鉄
や
炭
石、
は
容
内
務
業

を
資
物
る
ゆ
ら
あ
の
ど
な
板

。
の
も
う
い
と
る
す
送
輸
上
海

専
た
れ
さ
担
分
割
役
は
に
船

て
し
な
こ
を
事
仕
の
々
個
て

事
仕
の
り
乗
船。
す
ま
き
い

』
士
海
航
『』
長
関
機
『』
長
船
『

信
通
『』
士
関
機
『』
長
信
通
『

さ。
す
ま
れ
さ
類
分
に
等』
士

は
に』
士
海
航
『に
ら

4

の
つ

責
が
れ
ぞ
れ
そ、
り
有
が
級
階

の
士
海
航
の
そ
は
私。
す
ま
い

に
め
た
る
せ
さ
行
運
に
全
安

り
と
を
揮
指
や
縦
操
で
板
甲

。
す
ま

ん
な、
は
力
魅
の
事
仕
の
こ

る

中
間
期
船
乗。
す
で
ろ
こ
と

は
他、
で
務
勤
間
時
８
日
１
は

る
あ
も
間
時
の

に
担
負
で
の

に
更。
ん
せ
ま
じ
感
は

た
い
は
与
給
も
中
暇
休
の
間

す
ま
け
だ

に
手
で
界
業
の
こ。

、
で
の
い
高
が

が
配
心
の
業
失

い
な

。
す
で
い
し
嬉
も
の

団
船
漁
る
す
漁
出
で
港、
ば
え

。
ね
す
で
と
こ
う
ま

物
に
静
冷

う
よ
る
き
で
処
対
を
事

が
心

。
す
ま
い
て
け

、
は
業
職
の
船

己
自
の
調
体

切
大
が
理
管

。
す
で

も
面
い
し
厳
と
い
な
れ
慣

え
ま
し
て
れ
慣、
が
す
ま
り
あ

と
こ
い
し
楽
や
事
い
白
面
ば

る
き
で
が
と
こ
る
け
つ
見
を

。
す
ま
い
思
と

好
が
賞
鑑
画
映

き

。）
笑
（す
ま
い
て
観
て
し
用

AI

流
物、
も
て
し
達
発
に
な
ん
ど

社
代
現。
ん
せ
ま
り
な
く
無
は

購
や
値
価
の
物、
て
い
お
に
会

し
化
変
が
ど
な
段
手
る
す
入

々
益
ら
か
れ
こ、
が
す
ま
い
て

思
と
だ
種
業
る
れ
さ
と
要
必

。
す
ま
い

け
続
ち
持
を
り
わ
だ
こ

戦
挑
に
職
い
し
新

で
載
満
力
魅

種
業
る
あ
来
未

ある1日

0：00

4：00
9：00

12：00
16：00

起 床
航海当直
休 憩
作 業 等
航海当直
睡 眠

Q.子どものころの夢は？
A.学者
Q.得意な科目は？
A.社会
Q.どうすればこの仕事に就けるか？
A.専門校で技術・資格を得る、海運局で求人情報を見てみる

私の志  体に気をつけて、長く船乗りを続けること。
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興
栄
海
運
株
式
会
社
／
松
山
市

海
運
業（
内
航
船
貸
渡
業
）／
機
関
長

上 新 亮 太 さん

U e s h i n  R y ô t a

32歳　この仕事に就いて11年目
串木野市立串木野中学校（鹿児島県）
鹿児島県立鹿児島工業高等学校
国立波方海上技術短期大学校
海技大学校卒

■〒791-8053 愛媛県松山市若葉町2番5号
■設立年：1958年　■従業員数：75名
■URL：https://koei-kaiun.co.jp
約3,500〜3,900総トンの5,000㎘積載型タンカーを4隻
保有し、荷主様からお預かりした石油製品（ガソリン、重油、
原油など）を日本全国の主要エネルギー基地（製油所・油槽
書・発電所など）へ海上輸送しています。安全航海・安全荷
役を第一に、エネルギー輸送を通じて社会貢献いたします。

興栄海運株式会社

mustアイテム
耳栓

ボイラーや発電機の機械音に囲まれた
業務から耳を守る大切なアイテム。

Favorite color

個室のプライベートルームでオフ時間を満喫個室のプライベートルームでオフ時間を満喫

家族のように一緒に食事家族のように一緒に食事 船を安全に運行させるため、各ポンプの圧力をチェックしている船を安全に運行させるため、各ポンプの圧力をチェックしている

さまざまな機械をメンテナンス中さまざまな機械をメンテナンス中

第二十五永進丸（黒油タンカー）

学
生
の
頃
か
ら
精
密
機
械

い
じ
り
が
好
き
だ
っ
た
私
は
、

鹿
児
島
の
高
校
卒
業
後
に
愛

媛
の
大
学
へ
と
進
み
各
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
技
術
な
ど
専
門

分
野
の
研
鑽
を
積
み
重
ね
、

30
代
で
機
関
長
に
な
り
ま
し

た
。エ
ン
ジ
ン
系
統
が
搭
載
さ

れ
た
船
舶
は
、『
機
関
士
』の
有

資
格
者
が
乗
船
し
な
け
れ
ば

航
海
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。『
機
関
士
』に
は
１
級
か

ら
６
級
ま
で
の
等
級
が
あ
り
、

そ
の
ク
ル
ー
を
統
率
す
る
の
が

『
機
関
長
』で
す
。

業
務
は
、主
機
関
を
中
心
に

発
電
機
や
ボ
イ
ラ
ー
、各
種
ポ

ン
プ
な
ど
様
々
な
機
器
で
構

成
さ
れ
た
船
を
、効
率
的
に
動

か
す
た
め
の
整
備
や
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
、修
理
・
加
工
な
ど
を
行

い
船
を
運
行
さ
せ
続
け
る
こ

と
で
す
。動
作
中
の
機
械
は
轟

音
で
、エ
ン
ジ
ン
系
統
の
熱
量

は
膨
大
。機
関
室
自
体
が
高

温
に
な
る
の
で
、航
海
中
は
24

時
間
体
制
の
業
務
の
中
、交
代

制
で
機
関
士・機
関
員
と
と
も

に
エ
ン
ジ
ン
や
ボ
イ
ラ
ー
系
機

器
を
正
常
に
動
か
し
安
全
運

航
に
努
め
て
い
ま
す
。

手
本
に
し
て
い
る
方
は
、前

任
の
機
関
長
で
す
。効
率
よ
く

生
産
性
を
上
げ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
心
が
け
て
い
ま
す
が
、全

員
の
工
程
を
ま
だ
完
璧
に
は

組
め
れ
て
い
ま
せ
ん
。機
関
長

の
責
務
は
重
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。し
か
し
、仕
事
が
無
事

完
遂
し
た
時
の
達
成
感
は
と

て
も
大
き
く
、他
で
は
体
験
で

き
な
い
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

船
の
中
で
も
人
間
関
係
は

と
て
も
大
切
で
す
。家
族
の
よ

う
な
繋
が
り
を
作
れ
、よ
り
働

き
や
す
い
環
境
に
な
り
ま
す
。

ク
ル
ー
は
全
員
個
室
が
あ

る
の
で
、オ
フ
中
は
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
の
時
間
を
過
ご
せ
ま
す
。私

は
ジ
ャ
ズ
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
、洋
楽

や
J
–
P
O
P
な
ど
ジ
ャ
ン
ル

を
問
わ
ず
好
き
な
音
楽
を
聞

き
、食
事
で
は
、好
き
な
鰹
や
ナ

マ
コ
な
ど
が
出
て
く
る
と
テ
ン

シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
す（
笑
）。

会
社
で
は
、O
J
T（On the 

Job Traininng 

＝ 

実
務
を

体
験
し
な
が
ら
仕
事
を
覚
え

る
）と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
て
い
る
の
で
、未
経
験
者
も

確
実
に
実
務
が
で
き
安
心
し

て
仕
事
に
就
け
ま
す
。

給
料
が
い
い
上
、１
日
８
時

間
業
務
で
約
65
日
の
乗
船
後
、

25
日
間
休
み
な
の
で
、好
き
な

二
輪
で
行
き
た
い
と
こ
ろ
へ

気
軽
に
ツ
ー
リ
ン
グ
し
て
い
ま

す
。や
は
り
健
康
を
維
持
で
き

る
体
力
作
り
は
大
事
で
す
。

好
き
な
こ
と
を
仕
事
に

大
変
な
も
の
ほ
ど

後
に
大
き
な
喜
び
が

生
ま
れ
る

ある1日
5：00
6：00
8：00

10：30
14：00
16：00
20：00
24：00
1：00

起　　床
朝　　食
着桟、荷役開始
昼　　食
荷役終了、出港後、休息
夕　　食
当　　直
当直終了
就　　寝

Q.子どものころの夢は？
A.航海士
Q.好きな教科・科目は?
A.理科、機械製図、機械工作、電気電子工学
Q.必要な資格やスキル、資質は？
A.海技士（おもに大型船舶職員に必須である国家資格の総称）

私の志  何事にも怒らないこと。
船
のバ

ラン
スを保

つ「バラスト水」の量
も
監
視

船
のバ

ラン
スを保

つ「バラスト水」の量
も
監
視
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智
内
海
運
株
式
会
社
／
今
治
市

海
運
業（
内
航
船
舶
貸
渡
業
）／
船
長

佐々木明夫さん

S a s a k i  A k i o

67歳　この仕事について14年
岩手県山田町立山田中学校
岩手県立宮古水産高等学校卒

■〒７９９-２１０１ 愛媛県今治市波方町波方甲２６０１番地
■設立年：1959年
■従業員数：14名
島国日本に生まれ、目の前にある海に感謝し、創立60
年を超えさらなる航海へ躍進しています。内航船による
貨物輸送は、私たちの生活に必要不可欠で社会に多大
なる貢献をもたらし、安心安全を基盤としながら従業員
一同の生活と経営の安定を目指しています。

智内海運株式会社

mustアイテム
iPad

自分が知らない事に何でも答えてく
れる

Favorite color

水平線に沈む虹の雄大な風景と、富士山水平線に沈む虹の雄大な風景と、富士山

食事はみんなで楽しく食事はみんなで楽しく 常に安全な航海を心がけている常に安全な航海を心がけている

個室部屋でも電子海図表示を確認できる個室部屋でも電子海図表示を確認できる

景新丸（499ｔ型貨物船）

私
は
18
歳
か
ら
漁
船
、曳えい
せ
ん船

と
乗
り
継
ぎ
、50
歳
で
弊
社
の

貨
物
船
に
乗
船
し
て
い
ま
す
。

『
船
長
』『
一
等
航
海
士
』『
二

等
航
海
士
』『
機
関
長
』『
一
等

機
関
士
』の
５
人
が
乗
り
組

み
、入
出
港
作
業
・
荷
役
作

業
・
航
海
当
直
の
職
務
を
各

自
、責
任
を
持
っ
て
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。船
長
の
仕
事
は
、気

象
海
象
を
見
て
航
海
し
、乗
組

員
や
貨
物
の
安
全
を
確
保
す

る
事
で
す
。ま
た
、船
長
と
い
う

立
場
上
、乗
船
中
の
自
由
時
間

で
も
、頭
の
中
は
常
に
様
々
な

業
務
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

航
海
す
る
際
に
風
の
強
さ
、

波
の
方
向
・
高
さ
を
見
誤
る

と
ロ※
ー
リ
ン
グ
し
て
し
ま
い
ま

す
。悪
天
候
が
予
想
さ
れ
る
場

合
は
、で
き
る
だ
け
電
波
の
受

信
感
度
が
良
い
エ
リ
ア
を
航

行
し
、直
近
の
気
象
情
報
を
見

な
が
ら
航
海
を
す
る
よ
う
に

心
が
け
て
い
ま
す
。気
象
予
報

が
ピ
タ
リ
と
当
た
り
、航
海
が

無
事
終
え
た
時
は
満
ち
足
り

た
気
分
で
嬉
し
い
で
す
。ま
た
、

穏
や
か
な
太
平
洋
を
自
分
の

庭
に
で
き
る
あ
の
満
足
感
は

他
で
は
体
験
で
き
ま
せ
ん
。

貨
物
船
で
は
、２
ヶ
月
乗
船

し
て
20
日
間
の
休
暇
が
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
自
分
の
時
間
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

京
浜
へ
の
入
港
時
は
、普
段
会

え
な
い
孫
た
ち
に
会
え
る
の

も
楽
し
み
の
一つ
で
す
。

社
会
生
活
で
の
物
流
は
、無

く
て
は
な
ら
な
い
業
種
な
の

で
、未
来
に
向
け
益
々
必
要
と

さ
れ
る
職
業
だ
と
思
い
ま
す
。

私
の
場
合
は
、貨
物
船
に
乗

船
す
る
た
め
尾
道
で
海
技
士

要
請
講
習
を
受
講
し
て
、資
格

を
取
得
し
ま
し
た
。船
は
専
門

的
な
免
許
が
必
要
に
な
り
ま

す
が
、勉
強
が
苦
手
で
も
や
る

気
さ
え
あ
れ
ば
楽
し
く
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
な
の
で
、若

い
方
々
に
も
、も
っ
と
興
味
・

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。社会

で
は
、多
く
の
方
と
出

会
い
、助
け
ら
れ
た
り
鍛
え
ら

れ
た
り
と
、様
々
な
体
験
を
し

ま
す
。私
は一
期
一
会
を
大
切
に

し
、何
事
に
も

１００
～

１１０
％（
や

や
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
気
味
）で

取
り
組
む
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
。い
つ
で
も
何
処
で
も
誰

か
に
求
め
ら
れ
る
人
で
あ
り
た

い
。そ
の
た
め
に
は
自
分
自
身

き
ち
ん
と
し
た
い
。

こ
れ
ら
に
年
齢
は
関
係
あ

り
ま
せ
ん
。人
生
全
て
が
学
び

で
あ
り
、人
と
の
出
会
い
は
新

し
い
喜
び
に
繋
が
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

49
年
続
け
て
き
た

船
員
と
い
う
仕
事

誰
か
に
求
め
ら
れ
る

人
で
あ
り
た
い

ある1日
5：50
6：30

10：30

18：30
22：30

起床・朝食
航海当直
昼 食
自由時間
夕 食
航海当直
就 寝

Q.子どものころの夢は？
A.総理大臣（小学校2年の作文より）
Q.趣味は？
A.盆栽、小鳥の飼育
Q.必要な資格やスキル、資質は？
A.私の乗船している船だと、沿海区域、735kW、航

海、機関ともに５級海技士以上であればOK

私の志  何をするにも全力でやる。

※ ローリング…船が左右へ傾くように揺れること

電
子
海
図
表

示器
で現
在地やルートなどを確

認

電
子
海
図
表

示器
で現
在地やルートなどを確

認
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泰
洋
汽
船
株
式
会
社
／
今
治
市

船
舶
貸
渡
業
／
機
関
部 

一
等
機
関
士

中 川 正 太 さん

N a k a g a w a  S h ô t a

28歳　この仕事に就いて7年
秋田県潟上市立天王南中学校
秋田県立男鹿海洋高等学校卒

■〒794-0059 愛媛県今治市鯉池町1丁目1-8
■設立年：1964年
■従業員数：25名
■URL：http://taiyou-k.com/
安全を第一に顧客指向のサービスと海難事故ゼロ
を目指しています。また、地球環境の保護と汚染の低
減に務め、創意工夫をもって積極的に業務を改善い
たします。

泰洋汽船株式会社

mustアイテム
ハンデイライト

いつ如何なる時も使用できるように
常に携帯しています

Favorite color

事務処理事務処理

仲間と休憩中仲間と休憩中 機関士の職場は船の心臓部機関士の職場は船の心臓部

「集合始動器盤」でモータ群を制御「集合始動器盤」でモータ群を制御

994総トン型白油々送船「第十一泰洋丸」

私
が
船
乗
り
を
目
指
し
た

理
由
は
、学
生
の
時
か
ら
会
社

人
の
出
勤
体
制
と
は
異
な
る

働
き
方
を
し
た
か
っ
た
こ
と
や

他
業
種
と
比
べ
船
員
の
給
与

の
面
で
の
優
遇
、更
に
時
流
の

変
化
に
も
無
く
な
ら
な
い
仕

事
だ
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

も
と
も
と
海
と
船
は
好
き

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、水
産
高

校
に
進
学
し
、機
関
士
に
必
要

な
4
級
機
関
士
を
取
得
し
ま

し
た
。

機
関
士
は
、船
が
安
全
第
一

に
進
め
る
よ
う
日
々
機
関
を
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
し
、終
始
各
自
が

責
任
を
持
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の

決
め
ら
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

沿
い
な
が
ら
業
務
を
分
担
し
て

い
ま
す
。

今
、私
が
乗
っ
て
い
る
船
は

新
造
船
な
の
で
、今
ま
で
行
っ

て
き
て
い
た
作
業
が
自
動
化

さ
れ
、楽
に
な
っ
た
部
分
も
あ

り
ま
す
。こ
れ
も
時
代
の
流
れ

な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

以
前
、エ
ン
ジ
ン
ス
タ
ン
バ

イ
時
に
不
具
合
が
発
生
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、今
思
え
ば

一
度
経
験
す
る
と
、次
は
冷
静

に
対
処
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
に
繋
が
る
の
で
勉
強
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

船
員
各
自
は
、あ
ら
か
じ
め

備
え
ら
れ
た
個
室
で
自
分
時

間
が
し
っ
か
り
取
れ
ま
す
。電

波
の
届
く
と
こ
ろ
は
限
ら
れ

ま
す
が
、ス
マ
ホ
を
閲
覧
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

今
、世
の
中
は
コ
ロ
ナ
禍
で

と
て
も
厳
し
い
社
会
情
勢
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、私
た
ち
の
仕

事
は
第
三
者
に
接
す
る
機
会

が
ほ
と
ん
ど
な
い
特
殊
な
業
種

と
も
言
え
ま
す
。た
だ
、ス
タ
ッ

フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
必
要
不
可
欠
な
の
で
、そ
の

能
力
を
養
う
の
は
職
種
問
わ

ず
に
と
て
も
大
事
で
す
。

業
務
形
態
は
、3
ヶ
月
業
務

の
1
ヶ
月
休
み
が
基
本
に
な

り
ま
す
。場
合
に
よ
っ
て
は
75

日
業
務
の
25
日
休
み
の
場
合

も
あ
り
ま
す
。

趣
味
は
キ
ャ
ン
プ
で
す
。休

み
の
日
は
陸
に
い
た
い
の
で
、

決
ま
っ
て
山
キ
ャ
ン
プ
限
定
で

す
。今
は
コ
ロ
ナ
禍
な
の
で
、よ

り
一
層
配
慮
し
な
が
ら
行
動
し

て
い
ま
す
が
、山
の
自
然
は
海

の
自
然
と
は
異
な
る
環
境
な

の
で
気
分
転
換
に
な
り
ま
す
。

私
が
尊
敬
し
て
い
る
人
は
、

仕
事
を
教
え
て
い
た
だ
け
る

諸
先
輩
方
で
す
。頑
張
っ
て
少

し
で
も
早
く
肩
を
並
べ
ら
れ
る

よ
う
に
、そ
し
て
ゆ
く
ゆ
く
は
、

機
関
長
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

時
代
の
変
化
に
強
い
仕
事

尊
敬
す
る
先
輩
方
と

肩
を
並
べ
た
い

ある1日
5：45
6：30
8：30
9：00

11：30
14：00
18：00
18：30
21：30

起床・朝食
荷役準備
機関始動
着桟・荷役
昼食
荷役終了・出港・当直
当直交代
夕食・入浴
就寝

Q.好きなもの
A.スイカと蟹（幼少はスイカ農家になるのが夢だった）
Q.好きな科目
A.理科・理系
Q.必要な資格は？
A.4級海技士（機関）

私の志  機関長になること。
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西
山
汽
船
有
限
会
社
／
八
幡
浜
市

内
航
船
貸
渡
業
／
一
等
航
海
士

鈴 木 克 也 さん

S u z u k i  K a t s u y a

48歳　この仕事に就いて10年
札幌市立陵陽中学校
国立小樽海員学校（現：国立小樽海上技術学
校）卒

■〒796-0001 愛媛県八幡浜市向灘８２６番地３
■設立年：1964年
■従業員数：50名
■URL：https://n-kisen.wixsite.com/n-kisen

「安全の確保」は経営の最重要目標であり重大な基盤です。
その安全確保のため、関係者全員初心を忘れることなく、原
点に立ち戻りながら船舶の安全運航はもとより、海洋環境
の保全と安全管理技術の継続的な改善に傾注しています。

西山汽船有限会社

mustアイテム
安全靴

こだわりはあまり無いが、2～3年で
履き潰すので良いものを選んでいる

Favorite color

各々の役割をきちんと対応するための船内安全会議各々の役割をきちんと対応するための船内安全会議

美しさに魅了される船上からの夕景美しさに魅了される船上からの夕景 安全な航海は日頃の訓練から。退船操練安全な航海は日頃の訓練から。退船操練※※と救助訓練と救助訓練

ヒラメが釣れました！今日の夕食はヒラメに決定ヒラメが釣れました！今日の夕食はヒラメに決定

第５八照丸

私
は
、製
油
所
で
積
ん
だ
重

油
を
、日
本
の
沿
岸
全
域
に
あ

る
発
電
所
や
油
槽
所
へ
海
上

輸
送
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

目
標
は
、一
等
航
海
士
と
し

て
安
全
に
航
海
す
る
こ
と
で

す
。季
節
や
地
域
の
状
況
な
ど

航
海
の
環
境
に
同
じ
日
は
な

い
た
め
、ス
タ
ッ
フ
全
員
が
安

全
に
航
海
を
終
え
る
ま
で
気

を
抜
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

短
期
間
に
移
動・荷
物
の
積
み

上
げ
が
重
な
る
時
は
大
変
で

す
が
、一
つ
の
航
海
が
無
事
故

で
怪
我
も
な
く
終
了
し
た
時

は
嬉
し
い
で
す
ね
。

こ
の
業
種
は
、働
き
な
が
ら

必
要
な
ス
キ
ル
や
経
験
を
身

に
つ
け
ら
れ
る
上
、や
り
が
い

も
あ
り
ま
す
。日
本
各
地
に
寄

港
す
る
の
で
、地
域
の
山
や
海

岸
線
、街
並
み
な
ど
の
風
景

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
り
、

コ
ッ
ク
長
が
調
理
す
る
地
域

の
特
産
物
を
味
わ
え
る
の
で

旅
行
好
き
な
私
に
と
っ
て
、と

て
も
良
い
職
場
で
す（
笑
）。

仕
事
の
業
務
内
容
と
ポ
ジ

シ
ョ
ン
で
担
当
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
決
ま
り
ま
す
。2
ヶ
月
間

業
務
し
、20
日
間
休
み
と
い
う

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
き
ち
ん
と

組
ま
れ
て
い
ま
す
。陸
に
降
り

た
休
日
は
、コ
ロ
ナ
禍
な
の
で

気
を
つ
け
な
が
ら
、子
ど
も
と

一
緒
に
旅
行
の
計
画
を
企
て
て

過
ご
し
て
い
ま
す
。

こ
の
仕
事
に
就
く
に
は
、船

員
養
成
の
学
校
で
専
門
の
知

識
を
学
ぶ
の
が
一
番
確
か
だ
と

思
い
ま
す
。必
要
な
ス
キ
ル
は

海
技
士
免
許
で
す
が
、小
型
船

舶
や
海
上
特
殊
無
線
技
師
な

ど
も
在
学
中
に
取
得
で
き
ま

す
。あ
と
、協
調
性
を
大
切
に

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
は
ど
の
業
種
に
お
い
て
も

必
須
で
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、若
い

時
だ
か
ら
こ
そ
専
門
知
識
を

学
ん
で
ほ
し
い
で
す
。若
い
時

の
知
識
は
、歳
を
と
っ
て
も
忘

れ
る
こ
と
な
く
後
に
活
用
で

き
ま
す
。

私
の
場
合
、船
の
専
門
学

校
を
卒
業
し
て
10
年
ほ
ど
他

の
業
種
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。

結
婚
す
る
に
際
し
、社
会
的
変

化
の
激
し
い
現
代
に
も
強
い

将
来
性
や
、他
の
業
種
よ
り
高

め
の
給
与
な
ど
を
考
え
、今
の

仕
事
に
就
き
ま
し
た
。

こ
の
選
択
が
で
き
た
の
も
、

学
校
で
習
っ
た
専
門
的
な
知

識
を
覚
え
て
い
た
か
ら
で
す
。

苦
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、「
若
い
時
の
苦
労
は
買
っ

て
で
も
し
ろ
」と
い
う
の
は
当

た
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

命
が
け
の
仕
事
だ
け
ど

や
り
が
い
も
楽
し
い
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
る

若
い
時
に
手
に
入
れ
た

知
識
は
、忘
れ
ず
に

い
つ
か
活
躍
で
き
る

ある1日
3：15
3：45
7：45

11：00
12：00
13：00
15：45
19：45
21：30

起 床
当直前引継ぎ
交代引継ぎ・休憩
事 務 等
昼 食
休憩・作業等
当直前引継ぎ
交代引継ぎ・夕食
就 寝

Q.子どものころの夢は？
A.ウルトラマン、あるいはウルトラ警備隊隊員
Q.必要な資格は？
A.船型に応じた海技士免許
Q.必要な資質は？
A.他人に明るく対応できること

私の志  短所よりも長所に目を向けよう。

※ 操練…船が損傷した時の措置や、防水操練の非常配置表（設備や通信環境に合わせて、担当海員を各作業に配置させる指示を書いた表）に沿った訓練。
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篠
野
海
運
株
式
会
社
／
徳
島
県

海
運
業
／
一
等
航
海
士 

兼 

船
長

髙 﨑 拓 真 さん

T a k a s a k i  T a k u m a

41歳　この仕事に就いて10年
佐賀県立唐津工業高等学校卒

■〒774-0023 徳島県阿南市橘町汐谷43番地
■設立年：1963年
■従業員数：45名（令和４年３月現在）
経営理念のトップに安全最優先を掲げ、安全の確保を
社業の基盤としています。一度に多くの貨物を効率的に
運べる海上輸送は、エコな物量手段として社会的価値
が大きく向上しています。若手のチャレンジャー募集中。

篠野海運株式会社

mustアイテム
計算機とハンディライト

なくてはならない物。常に持ち歩い
ている

Favorite colorFavorite color

運行の計画を立てるなど、全員の安全を守る運行の計画を立てるなど、全員の安全を守る

RORO船  RORO船  ※２ ※２ 「JFEマーキュリー」「JFEマーキュリー」 協力し合い一人一人が責務を全うする協力し合い一人一人が責務を全うする

寄港した地で仲間と業務を労った時の思い出寄港した地で仲間と業務を労った時の思い出

JFE N6 大福丸

私
の
仕
事
は
、鋼
材
や
製
品

を
太
平
洋
沿
岸
の
製
造
所
や

物
流
セ
ン
タ
ー
に
輸
送
す
る
こ

と
で
す
。

内
航
船
員
だ
っ
た
父
親
の

影
響
を
受
け『
船
乗
り
』と
い

う
職
に
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。

私
の
場
合
、知
り
合
い
で
あ
る

同
業
の
方
々
か
ら
仕
事
内
容

や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
伺
い
、

そ
の
後
、仕
事
に
就
く
た
め
の

講
習
に
参
加
し
、海
技
免
状
を

取
得
し
ま
し
た
。

接
岸
・
航
海
の
全
て
の
業
務

に
お
い
て
、自
然
環
境
や
積
載

物
、時
刻
な
ど
条
件
は
時
々
で

異
な
る
た
め
、そ
の
都
度
適
切

な
動
作
で
効
率
よ
く
対
処
し

ま
す
。係※３留
作
業
な
ど
内
容
が

異
な
る
も
の
も
、一つ
一つ
の
業

務
を
確
実
に
熟こな
す
と
、無
駄
な

動
き
も
減
っ
て
い
き
ま
す
。

目
標
は
、事
故
が
起
こ
ら
な

い
こ
と
で
す
が
”何
事
も
な
い

こ
と
“に
慣
れ
て
、油
断
し
て
し

ま
っ
て
い
る
自
分
に
気
づ
い
た

時
は
ピ
ン
チ
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。任
さ
れ
た
仕
事
の
期
待
に

応
え
ら
れ
た
時
は
、嬉
し
く
や

り
が
い
も
格
別
で
す
。

入
社
前
の
会
社
の
イ
メ
ー

ジ
は
、『
力
仕
事
で
上
下
関
係

が
厳
し
い
』と
い
う
体
育
会
系

を
想
像
し
て
い
ま
し
た
。と
こ

ろ
が
入
社
し
て
み
る
と
そ
の

よ
う
な
事
は
全
く
な
く
、親
切

丁
寧
に
指
導
し
て
い
た
だ
い
た

り
、仕
事
や
人
生
面
な
ど
も
話

せ
る
環
境
で
居
心
地
も
良
く
、

今
も
と
て
も
楽
し
い
で
す
。嬉

し
い
誤
算
で
し
た（
笑
）。

私
は
、両
親
か
ら「
何
事
に

も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
る
こ

と
」を
教
わ
り
ま
し
た
。考
え

過
ぎ
て
思
い
詰
め
る
時
は
、ネ

ガ
ティ
ブ
な
思
考
が
生
ま
れ
て

く
る
の
で
、気
持
ち
の
切
り
替

え
が
大
事
で
す
。日
々
の
思
考

訓
練
の
よ
う
な
繰
り
返
し
は

必
要
で
す
。両
親
に
は
、常
に

感
謝
と
大
切
に
し
た
い
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ど
の
職
で
も
同
じ
で
す
が
、

学
生
の
皆
さ
ん
に
は「
あ
り

が
と
う
」「
ご
め
ん
な
さ
い
」を

は
っ
き
り
言
え
る
人
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
。人
と
の
繋
が
り

は
”お
互
い
さ
ま
“の
気
持
ち

が
大
切
で
す
。仮
に
人
か
ら
迷

惑
を
か
け
ら
れ
て
も
、自
分
が

気
づ
い
て
い
な
い
だ
け
で
逆
に

迷
惑
を
か
け
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

素
直
だ
と
意
思
の
疎
通
も

た
や
す
く
、人
か
ら
も
信
用

さ
れ
ま
す
。思
い
や
り
は
回
り

回
っ
て
自
分
に
返
っ
て
く
る
の

で
、い
ろ
ん
な
意
味
で
”お
互
い

さ
ま
“で
す
ね
。

憧
れ
の
父
親
と

同
じ
道
を

私
の
生
き
方
の
基
本
は

両
親
の
教
え

ある1日
6：30

7：30
8：00

12：00
13：00
14：30
17：00
23：00

起 床
天候チェック
朝 食
作 業
昼 食
作 業
就 業
夕 食
就 寝

Q.好きなものは？
A.肉系全般
Q.得意な科目、スポーツは？
A. 学生時代は、軟式テニスをしていた
Q.趣味は？
A. 今はDIY。家で使う大抵のものは作れるようになった

私の志  率
そっせんすいはん　※１

先垂範を心がけ、“お互いさま”を心に持つ。

※１ 率先垂範…人の先に立って模範を示すこと。　※２ RORO船…貨物を積んだトラックやトレーラーが自走で船に乗り込み、そのまま輸送する船舶のこと。
※３ 係留作業…停泊中に船が潮に流されないように、係船柱にロープで留めて固定させる作業のこと。
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大
西
海
運
株
式
会
社
／
松
山
市

内
航
船
貸
渡
業
／
一
等
航
海
士

渡邊　曉典さん

W a t a n a b e  A k i f u m i

31歳　この仕事に就いて９年
愛媛県西条市立小松中学校
愛媛県立丹原高等学校
波方海上技術短期大学校卒

■〒790-0878 愛媛県松山市勝山町一丁目13番地4
　ダイトー商事ビル６階
■設立年：1967年
■従業員数：42名（陸上７名、海上35名）
■URL：https://onishi-sp.com
油槽船、LPG船や貨物船を6隻保有し、燃料や原料 
食糧などの様々な物資を日本全国へ海上輸送していま
す。安全第一をモットーに社会貢献しています。

大西海運株式会社

mustアイテム
ホイッスル

業務の注意・警告などの意思疎通の
大切なアイテム

Favorite color

船の保全管理や乗組員の健康管理・労働時間管理も行う船の保全管理や乗組員の健康管理・労働時間管理も行う

休憩中に食堂にて雑談休憩中に食堂にて雑談 荷役管理表を見ながら、荷役作業の説明を行う荷役管理表を見ながら、荷役作業の説明を行う

安全航行のための航海当直安全航行のための航海当直

鶴盛丸（3736総トン：白油船）

私
は
小
学
生
の
時
、大
阪
市

が
1
9
9
3
年
に
建
造
し
た

帆
船『
あ
こ
が
れ
』に
乗
船
体

験
を
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

こ
の
仕
事
を
目
指
し
ま
し
た
。

現
在
私
が
乗
船
し
て
い
る

タ
ン
カ
ー
船
は
、私
達
の
生
活

に
欠
か
せ
な
い
油
を
、必
要
と

し
て
い
る
全
国
の
工
場
に
届

け
て
い
ま
す
。

無
事
故
で
ト
ラ
ブ
ル
な
く

荷
役
を
終
え
る
こ
と
が
責
務

で
す
。特
に
濃
霧
中
の
航
海
は

注
意
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。濃
霧
時
に
漁
船
を
交か
わ
す

時
が
大
変
で
し
た
が
、ワ※１ッ
チ

の
方
と
互
い
に
協
力
し
合
い

な
が
ら
、航※２海
計
器
と
目
視
を

駆
使
し
て
、無
事
故
で
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

出
港
前
の
積
荷
の
確
認
か

ら
荷
揚
げ
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
組
み
立
て
、業
務
を
う
ま

く
終
え
た
時
の
達
成
感
は
格

別
で
す
。私
の
目
標
は
、本
船

の
船
長
の
よ
う
な
”船
長
“に
な

る
こ
と
で
す
。

仕
事
は
交
代
制
と
な
っ
て

お
り
、「
２
ヶ
月
の
乗
船
業
務
」

と「
１
ヶ
月
の
下
船（
休
日
）」

を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

更
に
、乗
船
業
務
は
時
間
交

代
制
な
の
で
、『
業
務
』と
各

自
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る

個
室
で
の『
休
憩
』と
な
り
ま

す
。当
初
は
業
務
と
休
憩
の
切

り
替
え
に
戸
惑
い
ま
し
た
が

徐
々
に
慣
れ
ま
し
た
。

大
型
船
舶
に
乗
り
組
む
に
は

『
海
技
士
』の
免
許
が
必
要
で

す
。私
の
場
合
は
大
学
で
勉
強

し
、『
口
述
試
験
』を
受
け
て
資

格
を
取
り
ま
し
た
。ま
た
、併
せ

て
専
門
の
ロ※
３
ー
プ
ワ
ー
ク
、ス

タ
ッ
フ
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
必
要
で
す
。

私
の
楽
し
み
は『
寄
港
地
の

ご
当
地
ラ
ー
メ
ン
』で
す
。日

本
全
国
を
回
る
仕
事
を
し
な

が
ら
、各
地
で
大
好
き
な
ラ
ー

メ
ン
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。ま

た
休
日
に
は
、コ
ロ
ナ
禍
な
の

で
注
意
を
し
な
が
ら
、趣
味
の

釣
り
や
友
人
な
ど
と
キ
ャ
ン
プ

に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。限

ら
れ
た
時
間
や
環
境
の
中
を
、

最
大
限
に
楽
し
め
る
贅
沢
な

一
時
で
す
。

中
高
生
の
皆
さ
ん
に
は
、自
分

に
と
っ
て
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
を
選
ん
で
ほ
し
い
で
す
。視

野
を
広
げ
た
分
、様
々
な
選
択

肢
が
見
つ
か
り
ま
す
。そ
し
て
、

仕
事
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、

息
抜
き
が
必
要
で
す
。

ち
な
み
に
こ
の
仕
事
は
、 

一
つ
ひ
と
つ
確
実
に
こ
な
し
て

い
き
な
が
ら
、学
ん
で
成
長
し

て
い
け
る
職
業
で
す
。

実
際
に
体
験
し
て

芽
生
え
た
夢

仕
事
の
合
間
に

楽
し
み
を
活
か
す

ある1日

6：00
6：30
7：30

13：00
13：30
16：00
22：00

起 床
入 港
荷役作業
出 港
休 憩
当 直
就 寝

Q.子どものころの夢は？
A.警察官
Q.得意な科目、スポーツは？
A.陸上部に入っていた
Q.落ち込んでしまった時の落ち着け方は？
A.考えすぎないように、部屋で自分の時間を過ごす

私の志  乗組員と協力し、安全航海、荷役をすること。

※1 ワッチ…航海中、航海士と船員（甲板手）がペアでブリッジに立ち、船の運行状況や周囲の船舶の動きなどを監視する航海当直のこと。
※2 航海計器…船の航行に必要な計測器具で、『気象測定用計器』や『距離測定用計器』などのこと。　※3 ロープワーク…ロープの扱い方・結び方の総称。

篠
野
海
運
株
式
会
社
／
徳
島
県

海
運
業
／
一
等
航
海
士 

兼 

船
長

髙 﨑 拓 真 さん

T a k a s a k i  T a k u m a

41歳　この仕事に就いて10年
佐賀県立唐津工業高等学校卒

■〒774-0023 徳島県阿南市橘町汐谷43番地
■設立年：1963年
■従業員数：45名（令和４年３月現在）
経営理念のトップに安全最優先を掲げ、安全の確保を
社業の基盤としています。一度に多くの貨物を効率的に
運べる海上輸送は、エコな物量手段として社会的価値
が大きく向上しています。若手のチャレンジャー募集中。

篠野海運株式会社

mustアイテム
計算機とハンディライト

なくてはならない物。常に持ち歩い
ている

Favorite colorFavorite color

運行の計画を立てるなど、全員の安全を守る運行の計画を立てるなど、全員の安全を守る

RORO船  RORO船  ※２ ※２ 「JFEマーキュリー」「JFEマーキュリー」 協力し合い一人一人が責務を全うする協力し合い一人一人が責務を全うする

寄港した地で仲間と業務を労った時の思い出寄港した地で仲間と業務を労った時の思い出

JFE N6 大福丸

私
の
仕
事
は
、鋼
材
や
製
品

を
太
平
洋
沿
岸
の
製
造
所
や

物
流
セ
ン
タ
ー
に
輸
送
す
る
こ

と
で
す
。

内
航
船
員
だ
っ
た
父
親
の

影
響
を
受
け『
船
乗
り
』と
い

う
職
に
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。

私
の
場
合
、知
り
合
い
で
あ
る

同
業
の
方
々
か
ら
仕
事
内
容

や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
伺
い
、

そ
の
後
、仕
事
に
就
く
た
め
の

講
習
に
参
加
し
、海
技
免
状
を

取
得
し
ま
し
た
。

接
岸
・
航
海
の
全
て
の
業
務

に
お
い
て
、自
然
環
境
や
積
載

物
、時
刻
な
ど
条
件
は
時
々
で

異
な
る
た
め
、そ
の
都
度
適
切

な
動
作
で
効
率
よ
く
対
処
し

ま
す
。係※３留
作
業
な
ど
内
容
が

異
な
る
も
の
も
、一つ
一つ
の
業

務
を
確
実
に
熟こな
す
と
、無
駄
な

動
き
も
減
っ
て
い
き
ま
す
。

目
標
は
、事
故
が
起
こ
ら
な

い
こ
と
で
す
が
”何
事
も
な
い

こ
と
“に
慣
れ
て
、油
断
し
て
し

ま
っ
て
い
る
自
分
に
気
づ
い
た

時
は
ピ
ン
チ
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。任
さ
れ
た
仕
事
の
期
待
に

応
え
ら
れ
た
時
は
、嬉
し
く
や

り
が
い
も
格
別
で
す
。

入
社
前
の
会
社
の
イ
メ
ー

ジ
は
、『
力
仕
事
で
上
下
関
係

が
厳
し
い
』と
い
う
体
育
会
系

を
想
像
し
て
い
ま
し
た
。と
こ

ろ
が
入
社
し
て
み
る
と
そ
の

よ
う
な
事
は
全
く
な
く
、親
切

丁
寧
に
指
導
し
て
い
た
だ
い
た

り
、仕
事
や
人
生
面
な
ど
も
話

せ
る
環
境
で
居
心
地
も
良
く
、

今
も
と
て
も
楽
し
い
で
す
。嬉

し
い
誤
算
で
し
た（
笑
）。

私
は
、両
親
か
ら「
何
事
に

も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
る
こ

と
」を
教
わ
り
ま
し
た
。考
え

過
ぎ
て
思
い
詰
め
る
時
は
、ネ

ガ
ティ
ブ
な
思
考
が
生
ま
れ
て

く
る
の
で
、気
持
ち
の
切
り
替

え
が
大
事
で
す
。日
々
の
思
考

訓
練
の
よ
う
な
繰
り
返
し
は

必
要
で
す
。両
親
に
は
、常
に

感
謝
と
大
切
に
し
た
い
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ど
の
職
で
も
同
じ
で
す
が
、

学
生
の
皆
さ
ん
に
は「
あ
り

が
と
う
」「
ご
め
ん
な
さ
い
」を

は
っ
き
り
言
え
る
人
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
。人
と
の
繋
が
り

は
”お
互
い
さ
ま
“の
気
持
ち

が
大
切
で
す
。仮
に
人
か
ら
迷

惑
を
か
け
ら
れ
て
も
、自
分
が

気
づ
い
て
い
な
い
だ
け
で
逆
に

迷
惑
を
か
け
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

素
直
だ
と
意
思
の
疎
通
も

た
や
す
く
、人
か
ら
も
信
用

さ
れ
ま
す
。思
い
や
り
は
回
り

回
っ
て
自
分
に
返
っ
て
く
る
の

で
、い
ろ
ん
な
意
味
で
”お
互
い

さ
ま
“で
す
ね
。

憧
れ
の
父
親
と

同
じ
道
を

私
の
生
き
方
の
基
本
は

両
親
の
教
え

ある1日
6：30

7：30
8：00

12：00
13：00
14：30
17：00
23：00

起 床
天候チェック
朝 食
作 業
昼 食
作 業
就 業
夕 食
就 寝

Q.好きなものは？
A.肉系全般
Q.得意な科目、スポーツは？
A. 学生時代は、軟式テニスをしていた
Q.趣味は？
A. 今はDIY。家で使う大抵のものは作れるようになった

私の志  率
そっせんすいはん　※１

先垂範を心がけ、“お互いさま”を心に持つ。

※１ 率先垂範…人の先に立って模範を示すこと。　※２ RORO船…貨物を積んだトラックやトレーラーが自走で船に乗り込み、そのまま輸送する船舶のこと。
※３ 係留作業…停泊中に船が潮に流されないように、係船柱にロープで留めて固定させる作業のこと。
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日
産
汽
船
株
式
会
社
／
今
治
市

海
運
業
／
次
席
一
等
航
海
士

大河内一功さん

O h k o u c h i  K a z u n o r i

37歳　この仕事に就いて６年
今治市立近見中学校
愛媛県立今治南高等学校
独立行政法人海技教育機構海技大学校卒

■〒799-2107
　愛媛県今治市波方町西浦甲3346番地１
■設立年：1966年
■従業員数：14名
6,000KL白油（ガソリン、経由、灯油など）タンカーと
1,500KLコールタールタンカーを所有しています。 
安全最優先で船舶の運航に努め、未経験者も積極
的に採用し、若手船員の育成に力を入れています。

日産汽船株式会社

mustアイテム
双眼鏡

目視での確認のための必須アイテム

Favorite color

船
員
と
い
う
職
業
を
知
っ
て
い
ま
す
か

？

Sailor

石油製品の輸送機関別輸送割合

47,357,637千㌧㌔

13.5%

内航タンカー

タンクローリー
86.5%

ど
の
仕
事
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。乗

組
員
は
基
本
的
に
４
時
間
の
当
直

勤
務
を
行
い
、
そ
の
後
８
時
間
の

休
憩
を
取
り
ま
す
。こ
れ
を
１
日

２
回
繰
り
返
し
ま
す
。休
憩
時
間

は
食
事
や
入
浴
、趣
味
、睡
眠
の
時

間
と
し
て
過
ご
し
ま
す
。船
員
室

は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
重
視
し
た
個

室
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、コ
ン
パ
ク

ト
な
が
ら
も
、テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
、

エ
ア
コ
ン
な
ど
ゆ
っ
く
り
過
ご
せ

る
設
備
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　休
暇
は
基
本
的
に
は
３
カ
月
乗

船
し
て
１
カ
月
の
休
暇
を
繰
り
返

し
ま
す
。長
期
間
の
休
暇
が
取
れ

る
の
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

次
の
時
代
を
担
う

若
い
力
を
募
集
し
て

い
ま
す

　日
本
経
済
の
大
動
脈
と
な
っ
て
、

産
業
や
暮
ら
し
の
基
盤
を
支
え
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
内
航
船
も
、
そ

れ
を
運
航
す
る
船
員
が
い
な
け
れ

ば
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　内
航
船
の
乗
組
員
は
全
国
で
約

2
1
，0
0
0
人
い
ま
す
が
、
乗

組
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
て
、

そ
の
内
の
約
８
，7
０
０
人（
41
％
）

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

運
ぶ
内
航
タ
ン
カ
ー

　船
で
国
内
の
港
か
ら
港
へ
荷
物

を
運
ぶ
こ
と
を〝
内
航
海
運
〞と
言

い
ま
す
が
、そ
の
う
ち
石
油
製
品

を
運
ん
で
い
る
の
が〝
内
航
タ
ン

カ
ー
〞で
す
。石
油
製
品
の
国
内
輸

送
の
約
86.

５
％
が
タ
ン
カ
ー

で
運
ば
れ
て
い
ま
す
。内
航
タ
ン

カ
ー
は
、日
本
の
国
民
生
活
と
産

業
活
動
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
重

要
な
輸
送
機
関
な
の
で
す
。そ
の

内
航
タ
ン
カ
ー
等
内
航
船
を
動
か

し
て
い
る
の
が「
内
航
船
員
」で
す
。

タ
ン
カ
ー
に
は
、石
油
タ
ン
カ
ー
、

ケ
ミ
カ
ル
タ
ン
カ
ー
、特
殊
タ
ン

ク
船
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

内
航
船
の
乗
組
員
は

長
期
休
暇
が
魅
力
で
す

　内
航
船
の
乗
組

員
は
、船
の
最
高
責

任
者
で
あ
る
船
長
、

船
の
安
全
か
つ
効

率
的
な
運
航
を
担

う
航
海
士
、機
関
の

運
転
管
理
や
保
全

を
担
う
機
関
士
な

が
55
歳
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
内
航
海
運
で
は
、
若

い
船
員
の
確
保
の
た
め
、
船
員
の

確
保
・
育
成
対
策
、
労
働
環
境
の

改
善
等
に
努
め
て
い
ま
す
。

船
乗
り
へ
の
道

　航
海
士
、
機
関
士
と
し
て
船
に

乗
り
組
む
た
め
に
は
海
技
資
格
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　海
技
資
格
を
得
る
た
め
の
教
育

機
関
と
し
て
は
、
海
技
者
養
成
課

程
を
持
つ
大
学
と
商
船
高
等
専
門

学
校
、
海
上
技
術
学
校
（
中
卒
者

対
象
）、
海
上
技
術
短
期
大
学
校

（
高
卒
者
対
象
）、海
技
大
学
校
、及

び
水
産
高
校
等
が
あ
り
ま
す
。愛

媛
県
に
は
「
弓
削
商
船
高
等
専
門

学
校
」「
波
方
海
上
技
術
短
期
大

学
校
」「
宇
和
島
水
産
高
等
学
校
」

が
あ
り
ま
す
。な
お
、
最
初
は
海
技

資
格
の
い
ら
な
い
部
員
と
し
て
乗

り
組
み
、
乗
船
履
歴
を
得
て
か
ら
、

国
家
試
験
を
受
け
て
海
技
資
格
を

取
得
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
令
和
3
年
に
徳
島
県
阿

南
市
で
開
講
さ
れ
た
「
尾
道
海
技

大
学
徳
島
阿
南
校
」で
は
、将
来
の

航
海
士
や
船
長
を
目
指
す
社
会

人
や
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方

な
ど
を
対
象
に
、
座
学
と
実
習
を

効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
た
授
業

で
、
海
運
業
界
が
必
要
と
し
て
い

る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。本
科
の
修
了
後
、
６
ヶ
月
の
乗

船
勤
務
や
身
体
検
査
な
ど
の
合

格
で
６
級
海
技
士
免
状
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

　詳
細
は
お
近
く
の
地
方
運
輸
局

の
海
事
関
係
窓
口
で
お
聞
き
く
だ

さ
い
。

３カ月間乗船

１カ月間休暇
（基本的な勤務）

愛媛内航海運組合連合会（取材協力）
□〒790-0022  愛媛県松山市永代町13番地
　　　　　　　　松山第２電気ビル3階
□創立：1964年12月14日
□会長：井下海運株式会社　井下光一
□TEL：089-943-6630　
□愛媛県内の内航海運組合（10組合）で組織する連合会です。
内航海運業の経営の安定と地位向上を目的とし、内航海運事業
者の経営基盤の強化及び内航船員対策等を推進しています。
10組合の組合員数合計は237社（全国の13％）在籍船は
358隻（全国の11％)で、愛媛県は全国でも有数の内航海運事
業者の多い地区となっています。 さゆり丸（ケミカルオイルタンカー）

私
は
、タ
ン
カ
ー
船
で
液
体

状
の
製
品（
油
や
ケ
ミ
カ
ル
）

を
運
ぶ
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

安
全
を
モ
ッ
ト
ー
に
積
荷
・
揚

荷
を
し
な
が
ら
、必
要
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
へ
確
実
に
資
材

を
届
け
て
い
ま
す
。業
務
は
、

2
ヶ
月
乗
船
、３
週
間
休
み
と

い
う
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

こ
の
仕
事
は『
海
技
士
免

許
』が
必
須
な
の
で
、船
員
の
養

成
学
校
へ
行
く
と
効
率
が
良
い

で
す
。私
の
場
合
、前
職
は
異

な
る
業
種
で
し
た
が
、叔
父
で

あ
る
社
長
か
ら
お
声
掛
け
い
た

だ
い
た
時「
挑
戦
し
た
い
」と
思

い
、社
会
人
向
け
の
短
期
コ
ー

ス
を
修
了
し
、就
職
し
ま
し
た
。

そ
の
頃
は
、船
内
生
活
に
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、入
社
後
、先

輩
方
と
一
緒
に
仕
事
を
熟こな
す
う

ち
に
慣
れ
て
い
ま
し
た
。荷
物

を
無
事
に
運
び
終
え
た
時
の
達

成
感
は
大
き
い
で
す
。夜
の
航

海
で
漁
船
な
ど
の
多
い
海
域
が	

一
番
緊
張
し
ま
す
。レ※
ー
ダ
ー
も

使
っ
て
い
ま
す
が
、自
分
の
目
で

確
認
す
る
の
も
怠
り
ま
せ
ん
。

乗
船
中
は
W
i

−

F
i
が

繋
が
っ
て
い
る
の
で
、休
憩
時

間
に
気
分
転
換
で
動
画
配
信

サ
イ
ト
を
よ
く
観
て
い
ま
す
。ま

た
、太
平
洋
を
航
海
す
る
気
持

ち
良
さ
は
格
別
で
、雄
大
な
景

色
に
圧
倒
さ
れ
た
り
、雲
の
な

い
空
気
の
澄
ん
だ
夜
は
肉
眼
で

天
の
川
が
見
え
る
ほ
ど
に
綺
麗

で
す
。更
に
は
、太
平
洋
と
雰

囲
気
な
ど
が
異
な
る
荒
波
の

日
本
海
で
は
、他
船
と
会
う
数

が
格
段
に
少
な
く
な
り
ま
す
。

夢
は
船
長
に
な
る
こ
と
な

の
で
、早
く
叶
え
ら
れ
る
よ
う

日
々
の
勉
強
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。離
岸・接
岸
の
時
に
、精
密

な
操
作
技
術
に
よ
っ
て
船
を

動
か
す
船
長
の
姿
に
感
動
し

ま
す
。

中
高
生
の
皆
さ
ん
、一
人
前

に
な
れ
る
ま
で
は
、時
間
も
か

か
っ
た
り
挫
折
し
た
り
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、人
生

は
山
あ
り
谷
あ
り
な
の
で
、楽

し
い
こ
と
を
目
標
に
最
後
ま
で

諦
め
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。

こ
の
仕
事
は
良
い
意
味
で
、

強
制
的
に
技
術
が
取
得
で
き

る
職
業
だ
と
思
い
ま
す
。夢
を

叶
え
る
た
め
、一
日
も
遅
れ
を

と
ら
な
い
よ
う
に
体
調
管
理

に
は
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。落

ち
込
ん
だ
り
し
た
時
な
ど
は
、

な
る
べ
く
溜
め
込
ま
な
い
よ
う

気
持
ち
を
切
り
替
え
ま
す
。過

ぎ
去
っ
た
こ
と
を
悩
み
続
け
て

も
仕
方
が
な
い
の
で
、反
省
し

た
後
は
次
に
活
か
す
こ
と
に

し
ま
す
。し
ょ
う
が
な
い
と
割

り
切
る
勇
気
も
必
要
で
す
。

安
全
確
認
を
欠
か
さ
ず

夜
の
海
も
航
海

目
標
を
叶
え
る
た
め

大
変
で
も
諦
め
な
い

ある1日
6：00
7：00
8：00
8：30

13：00
16：00
22：30

起床
荷役・入港準備
入港
荷役開始
荷役終了・出港
当直
就寝

Q.好きなスポーツ、または趣味は？
A.学生時代はサッカー。社会人になってからはロード

バイクでしまなみ海道を走っている
Q.好きな食べ物
A.ラーメン。船で食べるラーメンも格別
Q.自分の良いところ
A.何ごとにもポジティブ思考

私の志  船長を目指し、日々業務と勉強に励む。

※	レーダーとは…電気信号を発射し、その線上にある他船や島などの物標や障害物を早期発見できる装置。

俯瞰的な視点で状況を確認俯瞰的な視点で状況を確認

船員に割り当てられるプライベートの個室船員に割り当てられるプライベートの個室 航行時はレーダーを必ず可動させ、目視でも確認航行時はレーダーを必ず可動させ、目視でも確認

ガス・酸素の濃度確認など、多くの機械を使いこなすガス・酸素の濃度確認など、多くの機械を使いこなす

ドッ

クで
船体
の点検や修理を行う貴

重
画
像

ドッ

クで
船体
の点検や修理を行う貴

重
画
像

10

東
予

中
予

南
予

県
外
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愛
昌
汽
船
有
限
会
社
／
今
治
市

内
航
船
舶
貸
渡
業
／
一
等
機
関
士

中山耕太郎さん

N a k a y a m a  K o u t a r ô

33歳　この仕事に就いて２年
宮崎県西都市立穂北中学校
宮崎県立妻高等学校
国立波方海上技術短期大学校卒

■〒794-0025 愛媛県今治市大正町6丁目1番48号
■設立年：1968年
■従業員数：19名

「安全第一」を基本に全国各地に非鉄金属、鋼材、 
原料等を船で輸送する内航海運会社です。今後も高
度化・多様化するニーズに応えるべく、一層の安全運
航に努めます。また、若手船員の確保・育成にも力を
入れています。

愛昌汽船有限会社

mustアイテム
耳栓と保護メガネ

すぐに聴力と目を守れるように移動
時も常に持ち歩く

Favorite color

主機関、発電機、ボイラーなどの点検整備を行う主機関、発電機、ボイラーなどの点検整備を行う

停泊中にメンテナンスや燃料・備品・消耗品を補給停泊中にメンテナンスや燃料・備品・消耗品を補給 機関制御室	機関制御室	※１	※１	で、各種計測装置から状況を把握し、こまめに記録で、各種計測装置から状況を把握し、こまめに記録

温度や圧力の数値に異常がないか計算温度や圧力の数値に異常がないか計算

全日本内航船主海運組合 四国支部（取材協力）
□〒790-0022  松山市永代町13
□創立：1967年1月1日
□組合員数：113社　170隻　2023年3月末日現在
□支部長：瀬野　和博
□TEL：089-943-6630　
□1.船主経営安定のための適正用船料確保の推進　2.内
航海運暫定措置事業終了後の総連合会事業の円滑な運
営、推進　3.若年船員の養成確保等、船員対策並びに船
舶の安全対策の推進　4.内航海運構造改善対策及び環
境整備の推進　5.組合組織強化対策の推進　6.海運税
制対策の推進　7.その他当支部事業として必要と認めら
れる諸事項

ど
の
仕
事
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

乗
組
員
は
基
本
的
に
４
時
間
の
当

直
勤
務
を
行
い
、
そ
の
後
８
時
間

の
休
憩
を
取
り
ま
す
。こ
れ
を
１

日
２
回
繰
り
返
し
ま
す
。休
憩
時

間
は
食
事
や
入
浴
、趣
味
、睡
眠
の

時
間
と
し
て
過
ご
し
ま
す
。船
員

室
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
重
視
し
た

個
室
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
コ
ン

パ
ク
ト
な
が
ら
も
、
テ
レ
ビ
や
冷

蔵
庫
、エ
ア
コ
ン
な
ど
ゆ
っ
く
り
過

ご
せ
る
設
備
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　休
暇
は
基
本
的
に
は
３
カ
月
乗

船
し
て
１
カ
月
の
休
暇
を
繰
り
返

し
ま
す
。長
期
間
の
休
暇
が
取
れ

る
の
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

次
の
時
代
を
担
う

若
い
力
を
募
集
し
て

い
ま
す

　日
本
経
済
の
大
動
脈
と
な
っ
て
、

産
業
や
暮
ら
し
の
基
盤
を
支
え
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
内
航
船
も
、
そ

れ
を
運
航
す
る
船
員
が
い
な
け
れ

ば
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　内
航
船
の
乗
組
員
は
全
国
で
約

2
1
，0
0
0
人
い
ま
す
が
、
乗

組
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
て
、

そ
の
内
の
約
８
，7
０
０
人（
41
％
）

が
55
歳
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
内
航
海
運
で
は
、
若

い
船
員
の
確
保
の
た
め
、
船
員
の

日
本
の
産
業
と
私
た

ち
の
日
々
の
暮
ら
し

を
支
え
て
い
ま
す

　船
で
国
内
の
港
か
ら
港
へ
荷
物

を
運
ぶ
こ
と
を「
内
航
海
運
」と
言

い
ま
す
。そ
し
て
、内
航
海
運
で
活

躍
す
る
船
は「
内
航
船
」と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。日
本
に
は
1
0
0
0

カ
所
以
上
の
港
が
あ
り
ま
す
が
、

毎
日
の
生
活
に
必
要
な
食
料
品
や

日
用
品
の
多
く
は
、こ
の
内
航
船

に
よ
っ
て
港
か
ら
港
へ
運
ば
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、こ
の
外
に
も
石
油

製
品
、鉄
鋼
、セ
メ
ン
ト
、砂
利
な

ど
の
産
業
基
礎
資
材
や
自
動
車
な

ど
の
工
業
製
品
も
運
ん
で
い
ま

す
。内
航
海
運
は
、国
内
貨
物
輸

送
の
約
４
割
を
担
っ
て
お
り
、日

本
の
産
業
や
私
た
ち
の
日
々
の
暮

ら
し
を
支
え
る
た
め
の
欠
か
せ
な

い
輸
送
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
航
船
の
乗
組
員
は

長
期
休
暇
が
魅
力
で
す

　内
航
船
の
乗
組

員
は
、船
の
最
高
責

任
者
で
あ
る
船
長
、

船
の
安
全
か
つ
効

率
的
な
運
航
を
担

う
航
海
士
、機
関
の

運
転
管
理
や
保
全

を
担
う
機
関
士
な

確
保
・
育
成
対
策
、
労
働
環
境
の

改
善
等
に
努
め
て
い
ま
す
。

船
乗
り
へ
の
道

　航
海
士
、
機
関
士
と
し
て
船
に

乗
り
組
む
た
め
に
は
海
技
資
格
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　海
技
資
格
を
得
る
た
め
の
教
育

機
関
と
し
て
は
、
海
技
者
養
成
課

程
を
持
つ
大
学
と
商
船
高
等
専
門

学
校
、
海
上
技
術
学
校
（
中
卒
者

対
象
）、
海
上
技
術
短
期
大
学
校

（
高
卒
者
対
象
）、海
技
大
学
校
、及

び
水
産
高
校
等
が
あ
り
ま
す
。愛

媛
県
に
は
「
弓
削
商
船
高
等
専
門

学
校
」「
波
方
海
上
技
術
短
期
大

学
校
」「
宇
和
島
水
産
高
等
学
校
」

が
あ
り
ま
す
。な
お
、
最
初
は
海
技

資
格
の
い
ら
な
い
部
員
と
し
て
乗

り
組
み
、
乗
船
履
歴
を
得
て
か
ら
、

国
家
試
験
を
受
け
て
海
技
資
格
を

取
得
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
令
和
3
年
に
徳
島
県
阿

南
市
で
開
講
さ
れ
た
「
尾
道
海
技

大
学
徳
島
阿
南
校
」で
は
、
将
来
の

航
海
士
や
船
長
を
目
指
す
社
会
人

や
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
な
ど

を
対
象
に
、
座
学
と
実
習
を
効
果

的
に
組
み
合
わ
せ
た
授
業
で
、
海

運
業
界
が
必
要
と
し
て
い
る
人
材

の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。本
科

の
修
了
後
、
６
ヶ
月
の
乗
船
勤
務

や
身
体
検
査
な
ど
の
合
格
で
６
級

海
技
士
免
状
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

船
員
と
い
う
職
業
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

Sailor

輸送機関別輸送量
航空
0.3％

鉄道
5.2％

内航
43.7％

自動車
50.9％

３カ月間乗船

１カ月間休暇
（基本的な勤務）

豊昌丸（総トン数：499トン）

私
の
仕
事
は
、工
場
で
使
わ

れ
る
材
料
や
製
品
な
ど
の
貨

物
を
、日
本
国
内
の
港
か
ら
港

へ
運
搬
す
る
船
を
ス
ム
ー
ズ
に

動
か
す
こ
と
で
す
。船
の
エ
ン

ジ
ン
や
そ
の
他
の
機
械
を
動
か

し
た
り
、故
障
し
な
い
よ
う
点

検
や
整
備
を
し
て
、安
全
第
一

を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。

今
の
職
業
を
選
ん
だ
き
っ
か

け
は
、海
員
学
校
の
話
を
知
人

か
ら
聞
い
た
か
ら
で
す
。当
時
、

自
動
車
工
場
で
働
い
て
い
た
私

は「
自
然
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る

仕
事
を
し
て
み
た
い
」と
い
う

気
持
ち
を
抱
え
て
い
た
の
で
、

関
心
を
持
ち
調
べ
て
い
く
う
ち

に「
今
の
自
分
が
求
め
て
い
る

仕
事
に
近
い
の
で
は
」と
思
い
、

こ
の
仕
事
を
選
び
ま
し
た
。

船
員
を
目
指
す
方
に
は
、ま

ず
学
び
な
が
ら
資
格
を
取
れ
る

『
海
上
技
術
短
期
大
学
』や『
水

産
高
校
』への
進
学
が
近
道
だ
と

思
い
ま
す
。私
の
場
合
、『
航
海

士
』志
望
で
入
学
し
ま
し
た
が
、

乗
船
実
習
な
ど
で
自
分
の
適

性
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
の
で	

『
機
関
士
』に
変
更
し
ま
し
た
。

卒
業
後
、友
人
が
先
に
弊
社

へ
就
職
し
て
い
た
の
で
、色
々
な

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、入
社
を

決
意
し
ま
し
た
。

乗
る
船
や
目
指
す
職
位
で

取
得
必
須
な
資
格
は
様
々
で
す

が
、職
位
問
わ
ず
全
て
の
船
員

は
船※２
員
手
帳
が
必
要
で
す
。

私
は
仕
事
上
の
失
敗
を
引

き
ず
っ
て
し
ま
う
性
格
で
す
の

で
、再
発
防
止
対
策
を
し
て
か

ら
、マ
イ
ナ
ス
な
気
持
ち
が
後

に
響
か
な
い
よ
う
切
り
替
え

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。慌
て
て

し
ま
う
時
ほ
ど
冷
静
に
状
況

を
把
握
し
、最
善
の
方
法
を
考

え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

船
員
は
乗
船
3
ヶ
月
、下
船

（
休
み
）1
ヶ
月
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
生
活
で
す
。睡
眠
時
間

が
毎
日
同
じ
で
は
な
い
の
で

大
変
で
す
が
、休
憩
中
に
航
行

す
る
海
面
を
見
て
い
る
と
、気

分
が
爽
快
に
な
り「
ま
た
頑
張

ろ
う
」と
思
え
ま
す
。ま
た
寄

港
地
で
は
、歴
史
的
な
名
所

史
跡
や
神
社
巡
り
、航
空
機

の
撮
影
で
空
港
へ
行
っ
て
み
た

り
と
、仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

も
充
実
し
て
い
ま
す
。

船
内
で
は
、各
々
に
個
室
が

割
り
当
て
ら
れ
る
の
で
、機
関

長
に
な
る
た
め
の
勉
強
や
撮
影

デ
ー
タ
の
整
理
を
し
て
い
ま
す
。

中
高
生
の
皆
さ
ん
。仕
事
を

続
け
る
た
め
に
は
、楽
し
さ
と
、

自
身
の
体
と
心
へ
の
思
い
や
り

を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。本

当
の
自
分
を
知
り
、気
遣
え
る

の
は
自
分
し
か
い
ま
せ
ん
。

自
分
が
求
め
る
こ
と
に

ま
っ
す
ぐ
向
き
合
う

仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を

両
立
さ
せ
る

ある1日
6：00
7：30
8：00

10：00
14：30
15：00
21：00
21：30

起 床
入 港
作 業
休 憩
出 港
当 直
休 憩
就 寝

Q.子どものころの夢は？
A.トラックドライバー
Q.必要な資質は？
A.危険予知の感性を磨いておくと良いかもしれない
Q.趣味は？
A.カメラ（特に飛行機の撮影が好き）、車の整備やドライブ

私の志  常に健康で、ケガをしない・させない。そして機関長になる。

指差
し確認を徹底！

指差
し確認を徹底！

※1	機関制御室…機関装置を遠隔で監視したり、機関の運転を操作できる部屋。　※2	船員手帳…船員の身分証明書。
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松
山
海
運
株
式
会
社
／
松
山
市

海
運
業
／
二
等
機
関
士

富永　康弘さん

T o m i n a g a  Y a s u h i r o

38歳　この仕事に就いて8年
宇和島市立津島中学校
愛媛県立宇和島水産高等学校
国立波方海上技術短期大学校卒

■〒791-8053 愛媛県松山市若葉町2番5号
■設立年：1964年
■従業員数：陸上７名、海上７0名
■URL：https://www.matsuyamakaiun.co.jp
油槽船４隻を保有し、石油製品を日本全国へ海上輸
送しています。「安全運航」を第一の目標として、無事
故、無災害、油濁事故ゼロに努めています。また、若
手船員の確保、育成にも力を入れています。

松山海運株式会社

mustアイテム
耳栓

機関室では絶対に必須

Favorite color

司厨士	司厨士	※１※１の方が作ってくれるお昼ご飯の方が作ってくれるお昼ご飯

個々に与えられているプライベートルーム個々に与えられているプライベートルーム 機関室での作業（オイル漏れや異音がないかなどをチェック）機関室での作業（オイル漏れや異音がないかなどをチェック）

操縦機器の保守点検作業操縦機器の保守点検作業

内タン 検索

入港・着桟

船員室（個室）

大
切
な
資
源
を

安
全
確
実
に
運
び
ま
す
。

　内
航
タ
ン
カ
ー
で
は
、
危
険
物

を
取
り
扱
う
た
め
積
荷
・
揚
荷
と

も
荷
役
前
、
荷
役
中
の
安
全
確
認

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。こ
の
た
め
最

近
で
は
、荷
主
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
・

シ
ッ
プ
に
よ
り
、
現
場
で
協
力
し

あ
っ
て
、
荷
役
作
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。ど
の
船
も
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
よ
い
の
が
内
航
タ
ン

カ
ー
の
特
徴
で
す
。

船
上
生
活
に
は

楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　内
航
タ
ン
カ
ー
は
、
乗
組
員
の

皆
さ
ん
に
と
っ

て
、
働
き
や
す

く
快
適
な
職
場

環
境
を
作
る
た

め
、
船
内
居
住

環
境
の
向
上
に

も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
最
近

の
若
者
の
生
活

様
式
を
反
映
さ

せ
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
尊
重
し

た
設
計
と
し
な

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

運
ぶ
内
航
タ
ン
カ
ー

　船
で
国
内
の
港
か
ら
港
へ
荷
物

を
運
ぶ
こ
と
を〝
内
航
海
運
〞と
言

い
ま
す
が
、そ
の
う
ち
石
油
製
品

を
運
ん
で
い
る
の
が〝
内
航
タ
ン

カ
ー
〞で
す
。石
油
製
品
の
国
内
輸

送
の
約
85.

４
％
が
タ
ン
カ
ー

で
運
ば
れ
て
い
ま
す
。内
航
タ
ン

カ
ー
は
、日
本
の
国
民
生
活
と
産

業
活
動
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
重

要
な
輸
送
機
関
な
の
で
す
。そ
の

内
航
タ
ン
カ
ー
等
内
航
船
を
動
か

し
て
い
る
の
が「
内
航
船
員
」で
す
。

タ
ン
カ
ー
に
は
、石
油
タ
ン
カ
ー
、

ケ
ミ
カ
ル
タ
ン
カ
ー
、特
殊
タ
ン

ク
船
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

が
ら
、
個
室
や
食
堂
・
サ
ロ
ン
の

広
さ
、天
井
の
高
さ
、壁
、窓
、ベッ

ド
、
テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
、
風
呂
な

ど
に
も
最
新
の
配
慮
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。あ

な
た
も
タ
ン
カ
ー
の

船
員
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　こ
れ
ま
で
は
船
員
は
男
の
仕
事

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は

女
性
の
船
員
も
少
し
ず
つ
増
え
て

き
て
い
ま
す
。船
員
と
い
う
職
業

は
、
１
航
海
が
長
い
船
舶
が
多
い

こ
と
か
ら
、一
般
的
に
３
ヶ
月
乗
船

し
、１
ヶ
月
休
暇
と
い
う
パ
タ
ー
ン

に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
長
い
休
暇

を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
に
よ
っ
て

楽
し
い
船
員
生
活
と
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
給
料
は
同
世
代
の
陸
上

で
働
い
て
い
る
方
よ
り
も
相
当
高

く
な
っ
て
ま
す
。ま
た
、
乗
船
中
の

食
事
代
は
会
社
が
負
担
し
て
く
れ

ま
す
。

船
乗
り
へ
の
道

　
　航
海
士
、
機
関
士
と
し
て
船

に
乗
り
組
む
た
め
に
は
海
技
資
格

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　海
技
資
格
を
得
る
た
め
の
教
育

機
関
と
し
て
は
、
海
技
者
養
成
課

程
を
持
つ
大
学
と
商
船
高
等
専
門

学
校
、
海
上
技
術
学
校
（
中
卒
者

対
象
）、
海
上
技
術
短
期
大
学
校

（
高
卒
者
対
象
）、海
技
大
学
校
、及

び
水
産
高
校
等
が
あ
り
ま
す
。愛

媛
県
に
は
「
弓
削
商
船
高
等
専
門

学
校
」「
波
方
海
上
技
術
短
期
大

学
校
」「
宇
和
島
水
産
高
等
学
校
」

が
あ
り
ま
す
。な
お
、
最
初
は
海
技

資
格
の
い
ら
な
い
部
員
と
し
て
乗

り
組
み
、
乗
船
履
歴
を
得
て
か
ら
、

国
家
試
験
を
受
け
て
海
技
資
格
を

取
得
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
令
和
3
年
に
徳
島
県
阿

南
市
で
開
講
さ
れ
た
「
尾
道
海
技

大
学
徳
島
阿
南
校
」で
は
、
将
来
の

航
海
士
や
船
長
を
目
指
す
社
会
人

や
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
な
ど

を
対
象
に
、
座
学
と
実
習
を
効
果

的
に
組
み
合
わ
せ
た
授
業
で
、
海

運
業
界
が
必
要
と
し
て
い
る
人
材

の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。本
科

の
修
了
後
、
６
ヶ
月
の
乗
船
勤
務

や
身
体
検
査
な
ど
の
合
格
で
６
級

海
技
士
免
状
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　詳
細
は
お
近
く
の
地
方
運
輸
局
の

海
事
関
係
窓
口
で
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

全国内航タンカー海運組合四国支部（取材協力）
□〒790-0022　松山市永代町13番地
□創立：1966年10月1日
□組合員数：78社　160隻　2023年4月1日現在
□支部長：東汽船（株）社長  越智崇
□TEL：089-943-6630
□当四国支部は愛媛県内の石油・ケミカル・ガス
製品等を輸送するタンカーの船主により構成
される組合です。働き方改革・労働環境の改
善をはじめ、内航海運対策及び船員の高齢
化・船舶の老齢化対策などの諸問題解決に取
り組んでいます。

船
員
と
い
う
職
業
を
知
っ
て
い
ま
す
か

？

Sailor

石油製品の輸送機関別輸送割合

14.6%

内航タンカー

自動車
85.4%

第五松山丸（白油タンカー）

私
の
仕
事
は
、大
型
船
に
乗

り
組
み
、エ
ン
ジ
ン
や
そ
の
他

の
機
械
類
の
操
作
や
整
備
を

す
る
こ
と
で
す
。

幼
い
頃
か
ら
機
械
を
触
る
の

が
好
き
で
、高
校
時
代
の
遠
洋

航
海
実
習
な
ど
で
船
員
と
い
う

職
業
の
楽
し
さ
を
知
り
、機
関

士
に
な
る
決
意
を
し
ま
し
た
。

昼
夜
問
わ
ず
機
械
ト
ラ
ブ

ル
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
、	

一
人
で
対
処
で
き
な
い
時
は
上

司
の
協
力
を
得
て
、次
回
に
活

か
せ
ら
れ
る
よ
う
心
掛
け
て
い

ま
す
。失
敗
し
て
も
、同
じ
ミ

ス
を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
が

大
事
で
す
。自
分
が
整
備
し
た

機
械
類
が
、調
子
よ
く
稼
動
す

る
姿
を
見
る
時
な
ど
に
、や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。

70
日※２間
の
乗
船
後
に
25
日

間
の
休
暇
と
い
う
シ
ス
テ
ム

も
、私
に
と
っ
て
は
過
ご
し
や

す
い
制
度
で
す
。

こ
の
仕
事
に
就
く
一
番
の
近

道
は
、高
校
卒
業
後
に
船
を
専

門
と
し
た
学
校
へ
行
き
、卒
業

と
同
時
に『
海
技
士
免
許
』を

取
得
す
る
こ
と
で
す
。私
の
場

合
、船
員
と
し
て
の
仕
事
内
容

は
、大
学
校
で
学
ん
で
い
た
の

で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

し
、他
の
資
格
は
働
き
な
が
ら

取
得
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、自
然
の
影
響
を
受

け
や
す
い
仕
事
で
す
の
で
、そ

れ
に
耐
え
る
力
は
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

こ
の
職
業
は
全
国
各
地
に

行
け
る
た
め
、気
分
転
換
に
航

海
中
の
風
景
や
そ
の
土
地
を
楽

し
め
ま
す
。経
験
を
重
ね
る
と
、

水
平
線
と
そ
の
奥
に
見
え
る

稜りょ
う
せ
ん
線
か
ら
、今
ど
の
あ
た
り
を

航
行
し
て
い
る
の
か
分
か
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、休
憩
時

間
に
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ル
ー
ム

で
ス
マ
ホ
動
画
を
見
た
り
と
、

自
分
の
時
間
を
有
意
義
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

前
職
は
他
社
で
乗
船
し
て

い
ま
し
た
が
、人
間
関
係
は
と

て
も
大
切
だ
と
再
認
識
し
ま

し
た
。私
は
、尊
敬
し
て
い
る
今

の
上
司
の
方
々
の
よ
う
に
、落

ち
着
い
て
対
処
で
き
る
経
験

と
知
識
を
兼
ね
備
え
た
人
材

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。ま
た
、仲
間
と
の
雰
囲
気

も
良
く
、役
割
分
担
で
業
務
を

熟こなし
て
い
ま
す
。今
で
は
仕
事

が
お
も
し
ろ
く
感
じ
て
い
て
、

も
は
や
趣
味
＝イコー
ル仕
事
で
す
ね
。

中
高
生
の
皆
さ
ん
へ
。一
生

懸
命
と
は
、周
り
か
ら
の
期
待

に
応
え
る
も
の
で
す
。何
事
に

も
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
姿
勢

を
大
切
に
し
て
い
る
と
、誰
か

が
必
ず
見
て
く
れ
て
い
ま
す
。

常
に
学
ぶ
姿
勢
を

大
切
に
す
る

職
場
の
風
通
し
が

良
い
お
か
げ
で

業
務
効
率
が
上
が
る

ある1日

7：00
8：00

11：00
12：00
16：00

22：00

起床
整備作業
昼食
航海当直
夕食
休憩
睡眠

Q.子どものころの夢は？
A.自動車整備士
Q.好きな食べ物
A.ラーメン
Q.下船中の息抜き、または休日の過ごし方は？
A.家事業務がほとんど（修理やDIYの製作など）

私の志  船を動かす一員であることを意識し、常に安全第一を心掛ける。

※1	司厨士（シチュウシ）…船員の食事を作る船内の料理人。　※2	休暇のサイクルは船ごとで異なっており、大体は3ヶ月間乗船後１ヶ月間の休暇システム。

ライ

トで
照らし

ながら細部まで注意

ライ

トで
照らし

ながら細部まで注意
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住
鉱
物
流
株
式
会
社
／
新
居
浜
市

物
流
業
／
海
運
部 

船
長

村上　　司
M u r a k a m i   Ts u k a s a

45歳　この仕事に就いて20年
今治市立南中学校
愛媛県立今治南高等学校卒

■〒792-0011 新居浜市西原町３丁目５番３号
■創業年：1958年　■従業員数：128名
■URL：https://sklco.com/index.html
住友金属鉱山株式会社の物流会社として、陸・海運輸、輸送、構内
物流・港湾荷役業務ほか、タグボート、船舶繋留などの業務をして
います。加えて、サポート体制やキャリアアップ役割評価制度など
を取り入れながら、住友グループのCSR方針にも従事しています。

住鉱物流株式会社

mustアイテム
スマホの天気予報アプリ

１時間毎に記載されているため必須

Favorite color

デスクワーク作業デスクワーク作業

機関室ではイヤーマフで耳を守り、各メーターを確認機関室ではイヤーマフで耳を守り、各メーターを確認 部下への教育の責務も担う部下への教育の責務も担う

船内の自室で休憩がてら予定をチェック船内の自室で休憩がてら予定をチェック

みのしま（旅客船兼給水船）

私
の
仕
事
は
、業
務
に
必
要

な
人
材
や
水
を
、新
居
浜
の
工

場
か
ら
住
友
金
属
所
有
の
四※

阪
島
へ
運
ぶ
こ
と
で
す
。

瀬
戸
内
海
で
の
航
海
時
は
、

一
般
漁
船
や
潮
の
流
れ
、時
間

帯
や
天
候
な
ど
に
気
を
つ
け
て

い
ま
す
。ど
の
よ
う
な
条
件
下

で
も
、船
員
含
め
乗
船
者
全
員

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、最

大
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、船

員
同
士
の
素
早
い
連
携
プ
レ
ー

で
乗
り
越
え
て
い
ま
す
。専
用

の
船
な
の
で
、通
常
で
は
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
出
会
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

船
は
、計
画
を
立
て
た
航
路

を
予
定
通
り
走
る
た
め
、時
間

外
業
務
が
少
な
い
分
、自
分
の

時
間
を
確
保
で
き
ま
す
。

私
は
落
ち
込
ん
だ
り
、判
断

に
迷
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。私
に
と
っ
て
仕
事
は

や
り
が
い
で
あ
り
、落
ち
込
む

暇
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
の
乗
組
員
は
、身
内
や
知

り
合
い
に
船
乗
り
が
い
る
と
い

う
人
が
多
い
よ
う
で
す
。私
も
、

船
乗
り
だ
っ
た
父
の
仕
事
ぶ

り
を
幼
い
頃
か
ら
見
て
き
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、同
じ
道

に
進
む
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

専
門
の
学
校
へ
行
く
道
も
あ

り
ま
す
が
、当
時
の
私
は
進
学

せ
ず
、働
き
な
が
ら
独
学
で
資

格
取
得
を
し
ま
し
た
。大
変
で

し
た
が
、貴
重
な
経
験
と
な
り

ま
し
た
。

弊
社
に
入
社
す
る
前
は
、

同
業
種
の
別
会
社
で
乗
船
し

て
い
ま
し
た
。今
の
会
社
は
、

前
社
の
倍
ほ
ど
大
き
く
、異
な

る
船
種
を
扱
っ
て
い
る
た
め
、

入
社
前
は
少
し
不
安
も
あ
り

ま
し
た
。し
か
し
、一つ
ひ
と
つ

確
実
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
た
こ

と
で
不
安
は
消
え
、現
在
の
立

場
を
担
っ
て
い
ま
す
。私
の
場

合
、機
関
長
の
資
格
も
合
わ
せ

持
っ
て
お
り
、機
関
長
と
し
て

従
事
す
る
時
も
あ
り
ま
す
。

私
に
と
っ
て
、仕
事
を
続
け

る
た
め
に
必
要
な
の
は
、苦
手

な
こ
と
を
嫌
だ
と
思
わ
な
い
こ

と
で
す
。自
分
が「
苦
手
だ
な
」

と
感
じ
た
こ
と
は
案
外
他
の
人

も一
緒
だ
っ
た
り
し
ま
す
。そ
の

中
で
、苦
手
な
作
業
で
も
前
向

き
に
や
り
遂
げ
る
姿
勢
で
挑

む
と
、徐
々
に
苦
手
意
識
が
な

く
な
り
ま
す
。や
が
て
、そ
れ
を

感
じ
た
時
に
、自
分
の
成
長
に

気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

中
高
生
の
皆
さ
ん
へ
。礼
儀

作
法
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ

い
。当
た
り
前
で
基
本
的
な
こ

と
を
き
ち
ん
と
熟こな
す
こ
と
が
、

働
く
上
で
の
第
一
歩
だ
と
思
い

ま
す
。

自
身
の
成
長
は

自
分
の
や
る
気
次
第

苦
手
な
こ
と
も

前
向
き
に
や
り
遂
げ
る

姿
勢
が
大
事

ある1日
5:00
6:30

13:15
17:00
18:45
22:00
1:45
2:30

起床
始業
昼食＋休憩
就業
休息
就業
休憩　
就寝

Q.子どものころの夢は？
A.芸能人
Q.必要な資格やスキル、資質は？
A.海技免状を取得すること
Q.息抜き、または休日の過ごし方は？
A.趣味でゴルフをしている

私の志  誰からも認められ、立派で尊敬される船長になる。

※ 四阪島（しさかじま）…瀬戸内海の燧灘、今治市大島の南東約10km、新居浜市の北北東約18kmに浮かぶ４つの島の総称。

機
関

室は
暑い
ため、休憩室で水分補

給

機
関

室は
暑い
ため、休憩室で水分補

給

さん
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内
海
汽
船
株
式
会
社
／
今
治
市

内
航
船
舶
貸
渡
業
／
一
等
航
海
士

佐藤　雄司
S a t o  Yu j i

31歳　この仕事に就いて11年
東京都私立聖徳学園中学校
東京都立大島海洋国際高校
国立清水海上技術短期大学校卒（静岡県）

■〒794-2305 今治市伯方町木浦甲1630番地
■創業年：1965年　■従業員数：66名
■URL：http://www.naikai-kisen.com
安全第一で大切な荷物を輸送しています。油タンカーでガソリン
や灯油等、貨物船でバイオマス燃料、鋼材、LPG船でLPGを全国
に輸送しています。タンカー３隻、LPG船１隻、貨物船２隻、グルー
プ会社の鐵運汽船（株）で貨物船２隻を運航しています。

内海汽船株式会社

mustアイテム
防爆ライト・メモ帳・ホイッスル

仕事中、常に身につけている

Favorite color

海栄丸（バイオマス燃料運搬船）

私
の
仕
事
は
、一
等
航
海
士

と
し
て
航※１
海
当
直
や
貨
物
の

積
み
卸
し
作
業
の
監
視
、整

備
作
業
を
行
う
こ
と
で
す
。

任
さ
れ
た
仕
事
を
無
事
に

や
り
遂
げ
た
と
き
や
、小
さ
な

異
変
を
感
じ
取
り
、壊
れ
る
前

に
修
理
が
で
き
た
と
き
は
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。海
上
で
の

生
活
は
、壮
大
な
自
然
の
な

か
で
朝
日
や
夕
日
な
ど
水
平

線
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、陸

上
と
は
異
な
る
生
活
も
味
わ

え
ま
す
。山
口
か
ら
広
島
の
航

路
で
錨※２泊
し
た
と
き
は
、仲
間

と
釣
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。船

員
の
仕
事
は
3
カ
月
乗
船
、

1
カ
月
休
暇
な
の
で
、旅
行
や

ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
な
ど
の
趣
味

も
充
実
で
き
て
い
ま
す
。

入
社
前
に
仕
事
に
つ
い
て

の
知
識
は
あ
り
ま
し
た
が
、具

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
わ

か
ら
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
で

す
。今
で
は
上
司
や
先
輩
の
指

導
の
お
か
げ
で
、毎
年
入
社
し

て
き
た
新
人
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
な
が
ら
日
常
の
業
務
を
頑

張
っ
て
い
ま
す
。大
変
な
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、失
敗
し
た
経

験
を
次
に
活
か
す
た
め
に
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
、常
日
頃
考

え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
、進
路
に
迷
っ
て

い
た
と
き
、子
ど
も
の
頃
に
旅

行
で
乗
っ
た
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の

大
き
さ
や
大
海
原
に
圧
倒
さ

れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、海
上

技
術
学
校
の
進
学
を
経
て
船

乗
り
に
な
り
ま
し
た
。

未
経
験
で
も
船
乗
り
に
な

れ
ま
す
が
、資
格
取
得
が
必
須

で
す
。取
得
へ
の
近
道
と
し
て
、

海
上
技
術
学
校
で
勉
強
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。船
で

は
出
身
地
や
年
齢
、経
験
数

も
異
な
る
乗
組
員
と
数
カ
月

間
同
じ
環
境
で
過
ご
す
の
で
、

集
団
生
活
で
の
協
調
性
が
求

め
ら
れ
ま
す
。た
だ
自
分
の
個

室
が
あ
る
の
で
、メ
リ
ハ
リ
を

つ
け
な
が
ら
仕
事
が
で
き
ま

す
。何
事
も
一
人
で
背
負
わ
ず

仲
間
と
支
え
合
い
、自
分
に
は

何
が
で
き
る
か
、何
を
求
め
ら

れ
て
い
る
の
か
を
考
え
、知
識

と
経
験
豊
富
な
船
乗
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

中
高
生
の
皆
さ
ん
へ
。当
た

り
前
の
よ
う
で
す
が
、元
気
よ

く
挨
拶
す
る
こ
と
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。今
の
学
校
生
活

で
も
、船
内
の
よ
う
な
生
活
は

し
な
く
と
も
集
団
行
動
を
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。協
力
し

合
う
こ
と
を
意
識
し
て
、で
き

る
こ
と
か
ら
挑
戦
す
る
こ
と

は
将
来
に
つ
な
が
っ
て
い
き 

ま
す
。

仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も

充
実
さ
せ
る

集
団
生
活
で
培
わ
れ
る

協
調
性

ある1日
5:00
6:00

11:00
12:00
14:00
19:00
19:30
21:00

起床・朝食
入港・荷役
昼食
出港
入港・荷役・出港
錨泊
夕食・風呂・テレビ
就寝

Q.子どもの頃の夢は？
A.パイロット
Q.学生時代の得意な科目・スポーツ？
A.ヨット部に入っていた
Q.息抜き、または休日の過ごし方は？
A.旅行が好きで、長期休暇を最大限活用している　　　　　

私の志  知識と経験で誰にも負けない船乗りになる。

※1…航海当直…周囲の船舶の動きや危険物がないかなどを見張ること。　※２ 錨泊(びょうはく)… 船が錨(いかり)をおろして一か所にとまること。

さん

入港準備入港準備

荷役設備の監視中荷役設備の監視中

着岸後、ブームを動かしている時着岸後、ブームを動かしている時

錨泊して釣った鯛錨泊して釣った鯛

16

東
予

中
予

南
予

県
外
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弓削商船高等専門学校
■世界の海で活躍する海上輸送の

プロ「海技士」を目指します。

■船の知識や技術の修得、海外で

活躍する大型船を運航するために

必要な免状を取得可能です。

■令和６年度より、新弓削丸にて

船員教育を開始します。

船を学べる環境がある！５年半の修業年限

学校では、授業だけでなく練習船弓削丸実習や大型練習船

による遠洋航海等があり、実践に必要な技術を身につけると

共に、人間力やコミュニケーション能力を磨きます。また、

操船シミュレーターやECDIS訓練装置、内燃機関実験装置な

ど最先端の技術を学べる環境があります。３年生後期に、航

海士（船長）を目指す「航海コース」と機関士（機関長）を

目指す「機関コース」を選択することができます。

三級海技士の取得が可能で卒業後すぐに大型船で働くことが

できます。

船と海が職場！就職率100％

コンテナ船やタンカーなど様々な船とそ

の貨物を安全確実に届ける仕事が船員です。

将来は船長や機関長として日本の生活を支

える仕事ができます。

外国航路の船員を目指して日々の勉強だ

けでなく上級免状を取得します。約３割の

学生が卒業までに上級免状（筆記合格）を

取得しています。卒業生の約８割は、船員

として就職していきます。近年、女子学生

も航海・機関コースとも約２割程度在籍し、

外航船などへ就職しています。

National Institute of Technology (KOSEN), Yuge College

電子機械工学科では、ロボット工学と太
陽光、風力、潮力などのクリーンな新エネ
ルギーを組み込んだ「ものづくり」やテク
ノロジーの環境問題への活用など、機械、
電気から情報まで幅広く学んでいます。パ
ソコンで製作したプログラムどおりに物が
作れるレーザー加工や3Dプリンタの実習は
学生に人気の授業で、ものづくりの実践的
技術を学べる実習、実験も充実しています。

情報工学科では、ネットワーク、プログ
ラミング、情報処理、データサイエンス、
人工知能、情報セキュリティなどのコン
ピュータ技術とその応用分野の教育を行っ
ています。また、情報工学実験を通じてこ
れらの科目を実践的に習得させ、高度情報
化社会に即戦力として適応する情報技術者
を育成しています。企業からのニーズが高
く、大手企業等に就職しています。

公式HP

IInnssttaaggrraamm

YYoouuTTuubbee＊工業系２学科も就職率100％、さらに国立大学の３年次と専攻科へ約20％が進学しています。
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